
第 1 9 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 4年 1 2 月 3 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 3 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日本医療機能評価機構



1 . 開会

○事務局 事務局でございます。 本 日 はご多忙の中、 お集ま り 頂き ま してあ り が と う ござ

います。 会議を開始致します前に資料の存鶴忍を させて頂きたいと思います。

まず、 一番上にございますのが、 本 日 の出欠一覧でございます。

続き ま して 、 本 日 の次第と本体資料がございます。

続き ま して資料 1 と致しま して 、 臍帯脱出について (案) と い う 資料がございます。

続き ま して資料 2 と致しま して、 分析対象事例の概要 (臍帯脱出について) と い う 表が

ございます。

続き ま して資料 3 と致しま して、 臍帯脱出の危険因子および背景の比較と い う 表がござ

います。

続き ま して資料4 と致しま して、 常f湖篭盤早期剥離について (案) と い う 資料がござい

ます。

続き ま して資料 5 と致しま して、 常‘湖前盤早期剥離の危険因子および背景の比較 と い う

資料がございます。

続き ま して資料 6 と致しま して、 常f湖篭盤早期剥離について (案) (第16回委員会資

料) と い う こ と で、 第16回の再発防止委員会の際の資料がございます。

続き ま して資料 7 と 致しま して、 分析対象事例の概要 (常{湖前盤早期剥離の う ち 、 切迫

早産発症事例) (第16回委員会資料) 、 こ ち ら も第16回の再発防止委員会の資料でござい

ます。

続き ま して資料 8 と致しま して 、 子宮収縮薬について (案) と い う 資料がございます。

続き ま して資料 9 と致しま して 、 分析対象事例の概要 (子宮収縮薬使用に指摘のある事

例一覧) と い う 表がございます。

続いて資料10 と致しま して、 分娩誘発 ･ 促進一覧と い う 資料がございます。

最後に、 資料1 1 と致しま して、 再発防止に関するアンケー ト (案) と い う 資料がござい

ます。



この他に委員の皆様にはク リ アフ ァ イルに入れま して 、 前回までご審議頂き ま した ｢常

f立胎盤早期剥離ってなに ? ｣ のチラ シ と ポス ター、 それから再発防止委員会か らの提言を

配付させて頂いてお り ます。 こ ち らは12月 7 日 (金) に分娩機関、 関係団体等に送付する

予定でございます。

本 日 、 資料が多 く なってお り ますので、 不足等ございま した ら適宜お申 しつけ下さい。

それでは、 進行を池ノ 上委員長にお願い したいと思います。 よ ろ し く お願い致します。

L 開会

○池ノ 上委員長 それでは、 委員の先生方、 お忙しい と こ ろ 、 お集ま り 頂き ま してあ り が

と う ございます。 今回は 6 時半まで と い う こ と で前回お願い致しま して、 先生方のご了解

を頂いてお り ますので、 6 時半までや り たいと思いますが、 そ う は言いま しても 、 ス ピー

ディ ーにやっていかない と終わ ら ないかも しれませんので、 ど う ぞよ ろ し く ご協力を頂き

たい と 思います,

それか ら 、 今回は 2 巡 目 の議題でございます。 前回、 委員の先生方か ら色々頂き ま した

ご意見を事務局のほ う でそれを盛 り 込んだ形で今回の資料を作って頂いてお り ますので、

も う 一度それをお 目通 し頂き ま して、 できればこ う い う 大まかな方向で提言と して報告書

に盛 り 込んでい く と い う と こ ろまでご議論頂ければと い う ふ う に思ってお り ますので、 よ

ろ し く お願い致します。

それでは、 事務局のほ う から 、 まず、 説明をお願い致します。

2 。 議事

1 ) ｢テーマに沿った分析｣ について

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 本 日 、 テーマは三つございま して 、 まず一つ

目 、 臍帯脱出についてご説明致します。

臍帯脱出につき ま しては、 資料 1 、 2 、 3 を ご覧訂頁き 、 ご審議頂きたいと思います。
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前回お示し致しま した資料に加えま して、 今回12月 末までの公法も分 と い う こ と で、 公法

予定“もの も含まれておはず刈田が臍帯脱出を発症“た事例 と ぃ う ‘ と で取は と
めてお り ます。 資料勃こ そ凋I増況をお示し してお り ますo 資料 , と致は した

｢危険因子および背景の比較｣ に関 しま しては、 前回のご審議の と き に危険因子について

文献の レビューをする よ う 委員長か ら ご助言があ り 、 行いま した作業につき ま して、 累計

の.で見た と こ “の表 とわ‘お り ます。
また、 前回のご審議の と き に臍帯脱出を発症した群だけではな く 、 本制度の補償対象の

中で臍帯脱出を発症していない群を コ ン ト ロール群と して比較してみてはど う か と い う ご

意見がございま し“ので、 資料 , の右に■“おける 。 “非臍帯脱出群と い う こ と で、
残 ' の.I“数をお示 し し‘お り ます“でこち ら を比較 し‘ ご覧風ナれ,淺思います。
資料 , を ご覧下さい。 ■“概況と致しま して 、 まず表 , に分析橡にみられた背景

と い う こ と で、 一般的な危険因子 と言われている もの 、 および今回の事例に多かったもの

を一覧表に してお り ます。

前回か ら また積み上が り ま して 、 まず、 経箋産婦、 頭位は全体の分娩数と比較する と この

よ う な数字になるかと思いますが、 頭f毛 あ と は週数と致しま しては、 やは り 分娩誘発 ･

促進な どを行 う 時期の正期産に数が偏っているかと思います。

危険因子 と して、 低出生体重児ですと か巨大児 と言われる こ と があ り ますので、 児の出

生時の体重をお示 し してお り ます。

いわゆる危険因子 と言われ‘い･羊水過多は特にな く 、 目鰤脉可Iと い う こ と です。
臍帳に関 しま し‘は･ やは り ･砒“以上で多 く 、 過長 と い う こ と で'砒“ と 定義します と匿
lにみ られ‘お り ま した。
また、 分娩誘発 ･ 促進の実施の内訳 と して、 前回の資料では、 メ ト ロ と 人工欄莫と い う

こ と でお示し してお り ま したが、 その他の状況について も示すよ う ご指摘があ り ま したの

でき蓼講話溌馨湧沃挽をお“ し し‘お り ま“ 癆と しま
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Kは自宅“圏、 分娩機関。鬮と な丈お ,れて 圏“ う ち圏が分娩“促進
誘発を行ってお り ま した。 その他、 メ ト ロ と 人工葡瑚莫の実施時の状況と い う こ と で、 メ ト

。 を使用 “た事例,皿ござ. ･ま して 、 ネ ロ の使用‘ぁた ' ま しは挿入前後‘超音波
な どで下垂がないこ と を存鶴忍する と推奨されてお り ますが 、 報告書に確認した と記載され

き‘事例が =牛･ 方法･“不明ですけれども蘇した事例･皿、 ま“に“ ルグ“実
施“つき ま し‘は聯白勺,圏、 間欠的が鬮。 ぁ と ガイ ''“でメ ト ロルラル
の滅菌水の注入量は150皿以下 と い う こ と で推奨されてお り ますが、 今回の事例につき ま

K閖説な う ど,圏、 未満,圏と なっておは した
また、 資料 2 を ご覧頂き ま して分か り ます通 り 、 メ ト ロ を挿入して 、 自然あるいは抜去

氏ネ ロ .脱出疣後栂体･移動 した事例,皿ぁ り ま して、 その こ と ,‘ついてお示
し してお り ます。 状況 と しては、 妊産婦の希望で トイ レに移動した り です と か、 処置を行

った後に分娩室や手術室に戻った り 、 逆に入室した り と移動 している状況でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　
先進部の固定後に行 う と ガイ ドライ ンに推奨されてお り ますが 、 先進部の位置につき ま し

ては未固定で実施した事例,圏、 臥以前ですと鬮ごされち
また、 先ほ どのメ ト ロ と 同 じ よ 捌こ 、 人工葡瑚莫前後の母体の移動 と い う こ と で、 第 1 回

の報告書の と き には人工葡瑚莫前の移動がイ畝牛だったかをお示し してお り ま して、 前回、 委

員の先生方か らのご指摘で、 人工葡瑚莫を した後に移動があった ものが ど う だったのかを見
　

てみますと 、 團鬮ご さ いま した。 人工葡珊莫目 月の移動 と い う こ と る こつき ま しては、 資料 2 の

表の下の と こ ろに注釈をつけてお り ます。 超音波な ど"こ よ り 臍帯下垂がない こ と を確認し

た後に母体の移動があ り 、 人工存瑚莫時には臍帯の位置な どが変化している可能性がある と

い う こ と で定義すを 、 鬮“な り ます。 人工硼莫実施後の移動圏ぁ り 、 残 , 移動“
なか･た鬮ございますが、 ““ う ち圏資料' の表･ああ り ます通 り ･ 人工穰“ し
た直後に臍脱を発症している事例 と い う こ と になってお り ま した。
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臍脱が診断された後の状況と い う こ と で、 資料 2 を見て頂き なが ら ご説明致しますが、

鑓遂娩旛靴は“ロ.帝王切開.嵩、 吸弓 l分娩.霊とい う こ と で、 -応、 全件
が急速遂娩でした。

臍脱後の対応 と しま して 、 先進部の拳上、 母体の胸膝位 ･ 骨盤位の保持がそれぞれ 6 件

と 4件 と い う こ と み こな り ます。

また、 時間がかかった り する こ と で推奨されていない と思われます臍帯還納を行ってい

た事例.丸囲囮、 曲‘ございれた。
その他の状況と い う こ と で、 例えば臍脱を した後に分娩室へ独歩で移動している も の、

臍帯の拍動を何度も存鶴忍 している も の 、 頚管を押し上げた り している も の、 あ と は選納後

に経醐室分娩を試みよ う と して努責をかけている も のな どがあ り ま した。 そ う いったも のを

表でも分かる よ う る こお示 し してお り ます。

また、 前回、 妊産婦さんから 自 宅で発症した場合な ど "こ ど う いった訴えがあるか、 それ

によ って指導する 内容ですと か、 助産師さんに も こ う いったこ と を妊産婦さ んが訴えて く

る と い う こ と を伝えたい と い う こ と で、 実際の妊産婦さ んの訴えをお示しする よ う ご指示

があ り ま しが、 実際,記載があった も のが■‘な り ます。 表“中 る ‘載せる には少な く 、
表が見に く く なる と い う こ と があ り ますので、 2 ページの文章の一番下の段落に、 こ う い

った訴えがあ り ま した と い う こ と で記載してお り ます。

資料 1 に戻 り ま して、 3 ページ以降、 事例の概要と い う こ と で 3件、 教訓 と なる事例を

お示 し してお り ます。 1 件 目 は人工葡瑚莫を行った事例、 2 件 目 は 目 タ糀皮水し 自 宅で発症し

た事例、 3 件 目 がメ ト ロ を使用 した事例 と い う こ と でお示 し してお り ます。

次に、 6 ページをご覧下さい。 こ ち ら は原因分析報告書の中の ｢脳↑塑麻痺発症の原因｣

と い う 項 目 の記載を抽出 したものにな り ます。 第 1 回 目 の報告書の際には、 こ ち ら を共通

点 と い う こ と で取 り ま と めてお り ま したが、 今回は全例に同 じも のが共通する と い う のは

難しいので、 挙げられてお り ま したも のをお示し しています。

ただ、 臍脱の要因が不明な も の、 あ るいは記載がないもの も ございま したが、 主に危険
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因子 と される先進部が未固定の人工庖瑚葵やメ ト ロ 、 あ 国ま葡助k、 母体の体位の変化、 先ほ

ど申 し上げま した移動。 あ 割湖齊帯過長、 在胎週数に対して小 さい児、 発育不全な ど と

色々 な記載があ り ま した。 と い う こ と を 6 、 7 、 8 でお示 し してお り ます。

8 ページの下の4) を ご覧下さい。 こ ち ら以降が ｢医学的評価｣ と い う 項 目 の記載になっ

てお り ます。 こ ち ら は、 事例か ら抽出 して取 り ま と めてみますと 、 やは り メ ト ロ イ リ ンテ

ルと の関連の記載です と か人工機莫、 あ と は破水 した と き 。

9 ページか ら下にな り ま して 、 臍帯脱出の後の対応 と い う こ と で還納を行っていたも の

に対する評価ですと か、 先進部の拳上、 あ と は急速遂娩の方法。

1 1ページに移 り ます。 こ ち らか ら促進中の子宮収縮薬の中止。 あ 割ま分娩機関内で発症

した場合の臍脱への対応 と い う こ と で、 院内の応援の要請ですと か、 先ほ ど申 し上げま し

た よ う な臍帯の処置を行ったも の と か妊婦の体位です。 重複して記載があ り 申 し訳あ り ま

せん。 力 のほ う が分娩機関外で発症した と き の対応 と い う こ と で、 ど う いった体位を取ら

せていたか。 ど う 移動 させたかと い う こ と な ど るこ関する評価になってお り ます。

1 1ページから下、 5) が原因分析報告書の ｢検討すべき事項｣ と い う 項 目 の記載を抽出 し

てお り ます。 やは り 、 こ ち ら &こ も原因分析委員会から メ ト ロや人工葡瑚莫な どの対応 と い う

こ と で提言が上がってお り ます。

1 2ページの下から 、 先ほ どの ｢医学的評価｣ と対比 して臍脱後の対応 と して拳上、 分娩

機関内で発症した と き の臍脱に対する対応について 、 迅速な対応ですと か、 日 ごろか らの

シ ミ ュ レーシ ョ ンな どが勧め られています。 臍帯還納に関 しては、 あま り 望ま し く ない と

い う こ と の記載があ り ます。

1 3ページか ら下は6) 学会等に対する ｢検討すべき事項｣ の記載 と い う こ と で、 同 じ よ う

にメ ト ロ と 人工葡硼戴こ関する記載、 あ と は臍脱後の対応に関する記載な どがあ り ま した。

1 5ページをご覧下さい。 こ ち らか らが現況と い う こ と でお示し してお り ま して、 基本的

な記載事項は第 1 回 目 の審議の と き にお示し したも のになってお り ますが、 図 1 、 2 と し

てお り ますものが、 前回は引用 したも のを掲載してお り ま したイ ラ ス ト に関 して、 オ リ ジ
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ナルで作成したものにな り ます。 小 さ く て 申 し訳ございませんが、 一応、 こ ち ら も記載の

見せ方ですと か、 解剖学的におかしい と か、 何かご指摘があればご意見を頂戴したい と思

ってお り ます。

16ページ以降、 こ ち らが前回もお示し致しま した産科のガイ ドライ ンについて具体的な

管理指針があま り ないので、 R C O Gから引用 した臍脱に関するガイ ドライ ン と い う こ と

で、 一部抜粋しお示し してお り ます。 先ほ どか ら触れてお り ます臍帯還納に関 してですと

か、 母体の体位保持、 あ 割ま連絡を受けた と き の対応、 あ と は先進部の拳上、 そ う いった

臍脱後の対応に関 しては、 こ ち ら にエビデンス レベルと と も に記載されてお り ます。 こ ち

ら に関 して、 エ ビデンス レベルが ど う なのか と い う ご指摘も あ り ま したので、 今回こ ち ら

を掲載するのかど う か、 再発防止委員会からの提言と して ど う いったこ と をま と め るか と

い う こ と にご意見を頂戴したいと思ってお り ます。

1 7ページ以降がメ ト ロ と 人工葡瑚莫の現況 と して主な内容を記載してお り ま して 、 ブラス 、

ガイ ドライ ンの記載を引用 してお り ます。 細かな説明は割愛 させて頂き ます。

19ページには、 メ ト ロ と 人工葡即莫の前後の臍帯下垂の確認と い う こ と で、 前回の資料に

プラスアルフ ァ 、 こ ち ら を改めて記載してお り ます。 提言にも糸翻竃超音波の装備 と い う こ

と でお願い したい と思いますので、 こ ち ら に、 一般的にガイ ドライ ンに も推奨されていま

すと い う こ と を記載してお り ます。

また、 医会 ･ 学会でメ ト ロや人工櫛瑚莫、 臍脱の対応 と い う こ と で何かお考え、 動き等あ

り ま した ら 、 こ ち ら に記載したい と考えてお り ますので、 項 目 を記載してお り ます。

以降、 20ページか ら提言の説明にな り ます。

○市塚客員研究員 20ページ 目 、 3 です。 産科防止および産科医療の質の向上に向けて と

い う こ と で、 20ページは文章が長 く 続いてお り ますが、 第 2 パラ グラ フは リ ス ク 因子につ
　

いて一般的な こ と を繰 り返しにな り ますが書いてお り ます。 一方、 分析対象綱皿において

は、 これまで リ ス ク 因子ではない頭位に関 して半券教以上の事例に見 られた と い う こ と を記

載してお り ますので、 必ずしも リ ス ク 因子ではない事例について も臍帯脱出が起き る可能
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性がある と い う こ と を こ こで言っています。

こ の中で特に今回メ ト ロ イ リ ンテル、 人工葡期勢こついては、 やは り 事例が半数以上見 ら

れていますので、 それぞれメ ト ロ イ リ ンテルの使用については必要性を判断して慎重に使

いま し ょ う と い う こ と 。 あ と人工葡瑚勢こっいては、 児頭固定後に行いま し ょ う と い う こ と

を こ ち らで文章に して書いてあ り ます。

また、 ガイ ドライ ンに則 した実施であって も 、 臍脱な どの有害事象が起き る と い う こ と

はあ り ますので、 異常時および緊急時の対応を踏ま えた う えでこれらの介入を していき ま

し ょ う と い う ふ う に書いてあ り ます。

2 1ページに具体的に1) 産科医療関係者に対する提言と しま して、 ( 1 ) メ ト ロ イ リ ンテル

の使用や人工葡瑚莫の実施にあたって と い う こ と で、 ①糸醐竜超音波を使って臍帯下垂がない

こ と を人工葡瑚莫、 メ ト ロ を入れる前に行いま し ょ う と い う こ と 。 ま た、 ②実施前および実

施中は分娩監視装置によ り 一定時間以上の持続モニタ リ ングを行いま し ょ う と言っていま

す。 これは、 やは り 臍帯下垂な どがあ り ます と 、 児頭に よ る圧迫によ り モニター上に変化

がある こ と があ り ますので、 特に臍帯下垂の リ ス ク 因子を認識していな く て も 、 モニター

で何か異常があれば、 ひ ょ っ と した ら臍帯下垂があるかも しれない と い う こ と を気づ く 上

でも有用だと思います。

また、 その他 ( 1 ) のガイ ドライ ンに則 した使用をする こ と と して、

④番、 メ ト ロ イ リ ンテル脱出時は確実に診断を しま し ょ う 。

⑤番、 人工葡瑚莫は、 児頭の存鶴忍後に行 う と い う こ と 。

⑥番、 先ほ どから も 出てお り ますが 、 やは り 妊婦の移動に よ って臍帯の位置が移動する

こ と があ り ますので、 移動の前後、 特に移動 した後の人工庖瑚莫な どの実施については実施

直前に存鶴忍 しま し ょ う と い う ふ う に書いてあ り ます。

次、 (2 ) 分娩機関内で発症した臍帯脱出の対応について。 これは先ほ ど図にも示 しま し

たよ う に、 ①骨盤高位や胸膝位に して体位を保持し、 緊急帝王切開に移笏斤するまでは胎児

先進部を拳上させてお く と い う こ と 。
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②番 目 、 血管攣縮を避けるため 、 脱出 した臍帯にはでき るかぎ り 触れないでおき ま し ょ

う と い う こ と 。

③番団ま、 低酸素 ･ 酸血症を予防するため 、 急速遂娩を実施する と き には子宮 □ が全開

大で先進部が十分に下降している と き は系劉室も考え られますが、 それ以外では速やかに緊

急帝王切開に移しま し ょ う と い う こ と を推奨しています。

(3) 分娩機関外で発症した臍帯脱出の対応については、 先ほ ど臨床症状を患者さ んが訴

えてきた具体的な患者の訴えを示 しま したが 、 医療機関側がそ う い う 患者の訴えを聞いた

な らば臍脱を考えま して、 具体的に骨盤高位、 胸膝位な どの体位を来院まで、 そ う い う 体

位を取っておき ま し ょ う と 、 具体的に指示しま し ょ う と い う こ と 。 また、 分娩機関に到着

したな らば、 速やかに診察まで誘導でき る よ う に来院場所、 受付方法を分か り やす く 伝え

ま し ょ う と い う こ と 。

(4) は、 移動可能な超音波断層法の標準的な装備 と い う こ と で、 やは り 分娩進行中にお

いて、 も し く は人工葡剛莫、 メ ト ロ を入れる と き は先ほ どもお話し しま したよ う に、 妊婦の

移動 とい う も のがかな り ネ ッ ク になる事例があ り ま したので、 な るべく 妊婦の移動を少な

く するために超音波を運んでいって分娩台でそ う いった診断をする こ と がいいのではない

かと い う こ と で、 超音波断層法を装備しておき ま し ょ う と い う ふ う に言ってあ り ます。

2) 学会 ･ 職能団体に対する要望 と しま しては、 破水ですと か、 羊水過多、 メ ト ロイ リ ン

テルの使用 、 分娩誘発、 低出生体重児な どの要因 と臍帯脱出の関連について、 因果関係を

検討して頂ければとい う こ と を (1 ) 番 割こ。

(2) 番割こ関 しま しては、 先ほ ど示したR C O Gについては一定のガイ ドライ ンがあ り

ますが、 我が国においてはまだ臍帯脱出の管理について、 も し く は対応についての具体的

なガイ ドライ ン項 目 があ り ませんので、 こ う いったも のを策定して頂 く こ と を要望する と

い う こ と 。

(3 ) 番 目 は、 人工被膜の適用基準について も 、 やは り 学会レベルで再検討して頂ける こ

と を要望する と い う こ と で締めてあ り ます。 以上です。
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○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 臍帯脱出に関する ま と めを 、 前回の委

員の先生方からのご意見を盛 り 込みなが ら行って頂いた結果でございますが、 いかがで し

ょ う か。 ご意見がございま した ら 、 ど う ぞお願い致します。

○川端委員 ず う っ と 聞いていて 、 時々疑問に思 う こ と があったんですけれども 、 今、 ま

ず、 一番最後に聞いた と こ ろで、 22ページの (4) の一番最後の と こ ろ 、 移動可能な糸劉室超

音波断層法の標準的な装備 と い う のは、 非常にやわ らかい言葉に して頂きたい。

と い う のは、 まだ分娩室自体がそんなによ く 施隔設が整っている と い う か、 大きい分娩室

ばか り でお産をやっているのではな く て、 超音波を入れるだけでも分娩室が急に狭く なっ

て しま う よ う な と こ ろ も よ く あ る と 思 う ので。

それか ら 、 ｢装備が望まれる ｣ と い う のは、 緩いのか、 強いのかち ょ っ と分から ないん

ですけれども 、 何かな ら ないかな と い う と こ ろで。

○池ノ 上委員長 ど う ですか。

○市塚客員研究員 そ う ですね。 こ ち ら は緩めに して ｢望まれる ｣ と い う ふ う に したつも

り だったんですが、 やは り ガイ ドライ ンの方でも 、 分娩室に置いてお く こ と が望ま しい物

品 と い う こ と で、 超音波診断装置と い う こ と もガイ ドライ ンにも載っていますので、 その

辺 と合わせて書いてみたつも り ではあるんですが、 現状を考える と分娩室に系鰯室超音波、

も し く はポータブル超音波が置いてある施鰯設がそれほ どある と は思えない現状であれば、

先生のご意見を反映させて、 も う 少 し さ ら に弱い記述にする こ と も考えていかなければい

けないのかな と は思いますが、 ど う で し ょ う か。

○川端委員 ち ょ っ と考えて頂ければいいな ぐ らいなんですが。

○池ノ 上委員長 それでは、 その表現を事務局でも う 少 し考えま し ょ う 。 糸醐室超音波検査

は必要である と い う こ と は、 一応、 提言の中に入れる と 。 どの よ う な装備、 どの よ う な施

設かと い う こ と を こついては、 も う 少 し緩やかな対応で、 意図が通じればいい と い う よ う な

レベルでいかがでし ょ う か。 よ ろ しいですか。

○川端委員 それで結構なんですけれども 、 その一つ前のページの ｢メ ト ロ イ リ ンテルの
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使用および人工葡瑚莫の実施にあたって｣ は と い う ( 1 ) の途中ですけれども 、 ｢①糸潮籤超音

波断層法に よ り 臍帯下垂がないこ と の存鶴忍を事前に行 う ｣ と 書いてあるんですが、 これは

内容的にはいいんですけれども 、 事前に行 う の事前と い う のはいつごろを想定しているの

で し ょ う か。

○市塚客員研究員 この想定は、 やは り 入れる直前と い う こ と です。 ですので、 メ ト ロ を

入れる と き に妊婦さ んは内診台、 も し く は分娩台に上がっている と思 う んですが、 メ ト ロ

を挿入する前に と い う こ と を想定してお り ます。

○川端委員 それが人工葡劇莫の実施にあたって も と い う の と 両方かかっているので、 人工

葡瑚莫するたびに必ず超音波断層法で臍帯を確認しな く ちゃいけないのかと い う と 、 これは

実際的ではないな と い う 気が しま して、 こ こ も ち ょ っ と表現方法を考えて頂き たい と い う

こ と です。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 人工葡蜘莫のイ メ ージですれ も う 全開 していて、 すぐそ こ に児

頭が見えていて、 だけ ども卵膜はまだある と 。 苞瑚莫すればすっ とい く かも しれない と い う

と き の葡瑚莫 と 、 まだ う ん と 高い と こ ろにある よ う な状況で殉硼莫が行われている と い う ケー

スがあるんですれ だから 、 そ う い う と き には、 やっ ぱ り その先に臍帯が行っているかも

しれないから と い う よ う な 、 そ う い う こ と を市塚客員研究員は言いたいんだと思います。

○市塚客員研究員 言いたいこ と はそ う い う こ と なんですが、 でも 、 その よ う に取 られて

しま う 恐れも あ り ますので。

○川端委員 児頭は固定以上に下がっている と い う 前提があ り ますよね。

○市塚客員研究員 そ う ですね。

○川端委員 こ こ の と こ ろは。

と い う のは、 ガイ ドライ ンに しろ何に しろ 、 人工葡硼莫の必要条件に、 固定を している と

い う こ と が 、 も う すでにこの前に もず う っ と書いてあ り ますれ と い う こ と は、 こ の段階

で何を しま し ょ う と い う と き は、 固定以下の、 以上、 児頭が下がっている状態においての

人工蓚瑚莫の実施と い う こ と だと読めるんですが。
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○市塚客員研究員 そ う ですね。 固定の場合ですと 、 教科書的にはステーシ ョ ンでいき ま

す と - 2 と い う こ と 々 こな り ますし、 先生がおっ しゃ っ た と こ ろではま きこ排臨ですと か、

そのあた り のイ メ ージなのかな と考えるんですが、 も し- 2 の固定で人工欄莫する こ と が

ある のであれば、 それこそ移動に よ ってはまた上の方に行って しま う 恐れも あるかな と い

う ふ う には考えるんですが。

○川端委員 それは固定と言わないんだと思います。

○池ノ 上委員長 固定していない と は。

○川端委員 私のイ メ ージは、 - 1 か ら 0 の間、 その ぐ らいが固定の段階だろ う と思 う の

で、 今おっ しゃっ た- 2 と いっ た ら も う 、 移動 と 力泣享動 と か、 そっ ちのほ う る こ近 く なって

き て、 人工葡瑚莫の適応でない状態を言っている と い う ふ う るむ思います。 ですから 、 そ う い

う 高いのはこ こでは議論の対象になっていないと思 う ので。

○池ノ 上委員長 なる ほ ど。 な る ほ ど。

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 ガイ ドライ ンの定義を参考に させて頂いてお

り ま して 、 原稿の中に も C Q41 2 と い う こ と でお示し してお り ますが 、 ガイ ドライ ンをお

手元に資料と してご用意してお り ますので、 ｢産婦人科診療ガイ ドライ ン20 1 1 ｣ の 1 82ペ

ージをご覧頂けますで し ょ う か。 182ページの記載は急速遂娩に関 しての吸引鉗子の適応

と か要約の こ と なんですけれども 、 下の方に下線が引いてある と こ ろでステーソ ョ ンの固

定、 嵌入の定義と い う こ と で、 児頭固定は内診 ･ 外診な どで児頭を移動でき ない状態で、

ステーン ョ ン- 2 に相当 し、 嵌入は児頭が さ ら に下降 し、 ステーシ ョ ン αこ達した状態を

指すと こ ち ら に記載されてお り ますので、 こ ち らの中の提言 と しま しては、 固定は- 2 、

嵌入は± 0 と い う こ と を 目 安に してお り ます。

ただ、 今回の事例を見ま して も 、 固定した状態で行っていて も臍脱を起こ している状況

も あ り ますし、 脉“状態の もの も鬮あった と い う こ と , ‘な ' ますので･ -応こち
らの提言の中に、 資料 1 の22ページの学会に対する要望と い う こ と で、 2) の (3 ) 一度胎児

先進部が固定していた と考え られて も 、 人工葡榔莫の直後に臍脱が起き る場合も あるため、
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人工友瑚莫の適応基準について学会レベルで再検討する こ と を要望する と い う こ と で、 提言

させて頂いてお り ます。

川端委員か ら頂戴しま したご指摘はごも っ と も でございますので、 先ほ どの2 1ページの

1) 産科医療者に対する提言の ( 1 ) では、 メ ト ロ と人工被膜の実施にあたって と して 、 ま と

めて記載してお り ますので、 例えばこ ち ら を二つに分けてメ ト ロ と 人工硼莫それぞれの実

施にあたって丁寧に記載したほ う が よ り 分か り やすいかと思いますので、 その よ う な形で

修正させて頂 く と い う こ と でよ ろ しいで し ょ う か。

⑤の と こ ろについて も 、 人工機莫の適位について児頭固定蓚鶴認後に行 う と い う こ と にな

ってお り ますので、 それぞれの処置にあたって前 ･ 中 ･ 後、 前 ･ 中 ･ 後 と い う 形で、 分か

り やすいよ う に記載したい と思います。

○川端委員 あ り が と う ございま した。 今、 ご指摘のあったガイ ドライ ンの182ページの

ステーシ ョ ン- 2 の件は、 ち ょ っ と検討と い う か、 委員会のほ う に問い合わせてみます。

○市塚客員研究員 これは、 恐 ら く 、 教科書が幾つかあって、 先生がおっ しゃ る よ う に、

士 0 を固定と い う ふ う に定義してある 日本の教科書も あ り ま して、 そ う でない教科書もあ

って、 恐 ら く 、 これはそ う でない方を引用 している と思われる のですが、 一応、 ガイ ドラ

イ ンがあるので、 事務局 と してはガイ ドライ ンを基準に今回はさせて頂いたんですけれど

も 、 そ こ はこ ち ら も ち ょ っ と確認してみたい と 思います。

○川端委員 分か り ま した。 ど う も あ り が と う ございま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他には何かご発言ございませんか。

○箕浦委員 ち ょ っ と 細かい と こ ろなんですが、 これは出版される も のですから 、 1 7ペー

ジの この解説のあた り です。

メ ト ロ イ リ ンテルと は、 色々書いてあって 、 ｢一定の重さ で牽引する こ と &こ よ り ｣ 。 実

は、 今、 使っ ている メ ト ロ は、 牽引する タイ プの も のはほ と ん ど実は使われていないんで

すね。 牽引 しないタイ プだと思いますので、 ち ょ っ と こ の辺の書き方は変えたほ う がいい

と思います。
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それか ら 、 そのち ょ っ と 下の①の先進部の転移と い う 、 ｢転移｣ と い う 言葉が ど う もひ

っかかるんですが、 転移だ と がんの転移みたいですね。 これは先進部の移動の方がいいか

と思 う んですね。 これは出版される も のですか ら 、 その辺はち ょ っ と 変えたほ う がいいか

と い う ふ 効こ思いま した。

○事務局 (御子柴) あ り が と う ございます。 L点割こ関 しては、 ｢一定の重さ で｣ か ら

｢ こ と も こ よ り ｣ ま でを削除して 、 注入して刺激する と い う 文に したい と思います。

①に関 しては、 括弧内をそのまま ｢先進部が押し上げられ、 児の胎位、 胎勢の異常を起

こす｣ と い う 記載に したい と思います。 あ り が と う ございます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがでし ょ う か。

○隈本委員 非常によ く ま と めて頂いて、 しかも実際の起こ った出来事を振 り 返る形で、

まだ拵確定ではないけれども こ う い う 危険な こ と もこ注意 してほ しい と い う 内容で、 非常にい

いと思います。 これまでの色々 な分析の中でも非常にいい分析だな と感 じています。 ご苦

労さ まです。

一つだけ、 最後のページの、 20ページの と こ ろ 、 再発防止の質の向上に向けての と こ ろ

の文章が、 そ う い う 実態を踏ま え‘鬮鰡‘、 これ、 実はこ の章“前半,‘ 、 圏の と き
に色々 な こ と があった と い う ふ う に書いてあるんですが、 ど う して も 中には読み飛ばす人

　
いるので、 こ こ に改めて、 團圏圏にあった と か、 そ う い う ふ う なま と め方ではな く 、 本

当はすごぃ黒いゴシ, ク体ででも書いてほ しいんですけれども 、 要するに 鬮の中でこ
う い う 例 と こ う い う 例 と こ う い う 例があって、 例えば人工葡瑚莫のケース と かメ ト ロ イ リ ン

テルを入れているケース と か、 それに伴って どっ ちかで移動 したケース 、 こ う い う こ と が

あって、 だか ら こ の提言が出たんだと い う 内容を も う 少 し数字を入れた形で強調して頂 く

と 、 こ の20ページを読んだだけであ り がたみが分かる と い う よ う な感 じだと思 う んですね。

それか ら 、 そ う い う 意味では、 今回公邊走対象になった全ての事例の中で、 メ ト ロ イ リ ン

テ'““使用事例の率が非常に高 く て、 今回の鮫事伊皿鬮のメ ト 。ル ラル使用例の
比率が と い う のがあ り ま して、 これは前々 か ら指摘されていたメ ト ロ イ リ
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ンテルがやた ら 目 立つよね、 と い う と こ ろが初めて数字で出てきた と思 う んですが、 これ

って有意差がないのかな と思 う んですけれども 、 その辺はど う なんで し ょ う か。

そ もそも 、 これを コ ン ト ロールする こ と 自体が若干、 も ち ろん墜落産なんかも入ってい

るわけだか らむちゃなんですけれども 、 それに しても こ の率の差は激し過ぎる ので、 こ の

辺はど う なんで し よ う か と い う こ と で。

○市塚客員研究員 委員の先生方がおっ しゃ る通 り に、 これ 自体を コ ン ト ロ ールとする こ

と が妥当かど う かはち ょ っ と置いておき ま して、 単純に こ の両者を比較します と 、 ×二乗

検定する と 、 統計学的に これは有意差が出ています。

○隈本委員 ど う なんでし ょ う か。 これを比較する こ と はいいかど う かは別 と して、 これ

は非常に貴重なデータだと思 う んですれ 何かそこの部分を 1 行書けないもので し ょ う か

と い う こ と で、 ご専門の小林委員、 ど う で し ょ う か。

○小林委員 条件が同 じ じゃないので、 中々 。 つま り 、 メ ト ロ イ リ ンテルを使用する よ う

な状況になった場合の使用 と い う 前提がついているので、 難しいよ う な気が しますけれど

も 。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 これは私の個人的な意見ですが、 学術研究の成果と してプレゼ

ンテーシ ョ ンする と き には、 かな り しっか り したバ ッ ク グラ ウ ン ドがない と 、 これは研究

者と しての対応ができ ない と い う こ と があ る と思 う んですね。

も う 一つは、 それでは中々対社会対応ができ な く て 、 現場は ど う していいか分か らない

と い う 問題がいっ ぱいある 。 こ のイ ギ リ スのガイ ドライ ンを見ま して も 、 エ ビデンスがあ

る のは少な く て 、 オーソ リ テ ィ が言っている こ と だと い う よ う な と こ ろがた く さ んある 。

だか ら 、 こ う い う 状況下でこ う い う こ と が起こ っていますと い う も のはちゃん と 出 して 、

それをある程度は現場の人たちが判断して頂 く と い う よ う な 、 その判断の材料、 判断その

ものがサイエンス と して本当にいいのかど う か と い う こ と は、 また別に考えて頂 く と い う

よ う な、 そ う い う 対応の仕方が、 この委員会の性格上、 あ る程度は必要じゃないだろ う か

と 思います。 そ う い う 意味からは、 今、 隈本委員がおっ しゃ ったよ う に、 も う ち ょ っ と 具
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体的な数値を入れて、 読む人にイ メ ージがわ く よ 効こ 、 そ してそこ についている条件も こ

う い う 条件ですよ と い う のが分かる よ う な 、 そ う い う 出 し方 と い う のが今の と こ ろ妥当か

な と い う よ う な感 じが しているんですが。

○隈本委員 それでも結構です。 要する に、 有意差があ る な しみたいな議論をする と 、 ま

さ に本当は比べているみたいな感じがするので、 少な く と も こ の一覧表の中の生の数字の

　　　　　　　　　　　　　
た と い う 生の数字だけでも 、 平行どこかに入れた らいいん じゃないですか。 これはも った

いない気が します。 文章の も と にするだけだ とする と 。 も し 、 必要な ら 、 ｢あ く までこれ

は同 じ条件ではないので、 比較対象にはな ら ないが｣ と い う 文章を入れても結構です。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ あ り が と う ございま した。

勝村委員、 ど う ぞ。

○勝村委員 聞き逃したかも しれないんですけれども 、 確認なんですけれども 、 あ く まで

も資料 1 が原案ですか ら 、 資料 2 や資料 3 は報告書には付録と して載せる こ と はないので

すか。

○事務局 (御子柴) 資料 2 は、 第 1 回の報告書と 同様に、 事例の概況と してお示 しする

よ う な形で掲載する予定でございます。 一応、 資料 1 の 2 ページの と こ ろに、 臍帯脱出を

発症した状況と しては と い う こ と で、 第 1 回同様に表 2 のほ う に取 り ま と めた と してお り

ます。 (0ページ) と い う こ と で、 ち ょ っ と掲載ページが決まっていないもので申 し訳あ

り ませんが、 一応、 こ ち らの文章の一番最後に掲載する よ う な形を予定してお り ます。

○勝村委員 第 1 回の報告書の 3 例はこ こ に入っているんで したっ け。

○事務局 (御子柴) 累積ですので、 入っ てお り ます。

○勝村委員 この表に入っているんですね

僕も同に と を思っていたんですけれども 、 資料 ' の右端ですよね。 つま り 、 鬮“
イ.“ と鬮鬮の歓“このデ"で大き く 傾向 と して違っ‘いる と い う ‘ と を･ -応気に
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した報告書になっているわけですよね。 と い う の も 、 報告書の資料 1 の22ページの ( 1 ) と

い う のは、 要因 と の関係で、 さ 拭こ学会レベルで事例を集積して下さいよ と言っているわ

けですよね。 と い う よ り も 、 こ こ が一番事例が今集まっているわけですから 、 これで集ま

一助･ナですよね。 圏れ
第 1 回 目 の報告書の最後の と こ ろでは、 臍帯脱出が起こ った 3件全てに経産婦、 頭位、

分娩誘発、 メ ト ロ イ リ ンテルな どの共通点があった と書いてあるわけですけれども 、 例え

ば 3件あったから 3件 と もそ う い う 共通点があったけ ど、 例えば頭位だとい う こ と なんか

は、 別に こ の資料 3 だ とパーセンテージ、 当た り 前かも しれないけれども一緒ですよ ×為

に“が、 第 回 目 の報告書で , つ と も共通 し‘いた と い う も と “ う ち 、 ■の何“ と
国I“何“でやっ ぱ り 大き く 違っ‘い“ と こ ろ と あま り 変わ‐‘いない“がぎまい
る と い う こ と を、 こ の表に載せないんだった ら 、 言葉に して、 事実と して、 有意差がある

な しは書かないでいいですから 、 数字 と して どこかに表現を しておいてほしいな と 。

それをき っかけ と して22ページの2) の ( 1 ) につながってい く 話だと思 う ので。 こ の資料

3 を載せないのであれば。 やっぱ り 有意差がある な しがはっ き り していな く て も 、 ち ょ っ

と傾向が違って見えている と い う こ と を、 そ もそ もそ う い う も のは書かない と言い出 した

ら 、 最初 1 回 目 の報告書は 3件 しかないけれども書いたんだか ら 、 やっ ぱ り 早めに早めに

書いて伝えた らいいのではないかと思 う んですけれども 。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 他にご意見いかがでし ょ う か。

○魚群室委員 私も さ っ き隈本委員がおっ しゃ った よ う に 、 今回、 報告書にも書いてある よ

う に分析対象事例からの教訓 と して と い う と こ ろが と て も 出てきた、 本会な らではの報告

書だな と思って拝見していま した。

頂いている資料の20ページか らが、 前回の報告書の ピンク になっている部分と い う こ と

にな るわけですよ ×為 その う えで、 まず、 L点 目 なのですが、 20ページの ｢再発防止およ

び産科の医療の質の向上に向けて｣ に書かれている こ の文章 と い う のは、 本当に貴重な文

章なので、 先ほ ど隈本委員もおっ しゃ っていま したけれども 、 行を変える な り 何かして頂
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く と 、 も う 少 し分か り やすく な る のではないで し ょ う か。 意図は分かる のです。 段落の意

図は分かる のですけれども 、 こ の際ですから 、 多少無理してでも段落を分けて頂いて、 バ

ツパ ッパ ッ と 目 が行く よ うな書き方に して頂ける と いいと思いま した。

それから 2 ,点 目 なのですが、 2 1ページの ｢ ( 1 ) メ ト ロ イ リ ンテルの使用や人工有期莫の実

施にあたって｣ 。 それが次の段落になる と 、 ｢ メ ト ロ イ リ ンテルの使用および人工葡瑚莫の

実施にあたって｣ にな り ますよね。 ｢や｣ と ｢お よび｣ は、 厳密に言 う と結構違 う ので、

先ほ どこれを分けてお書き になる と おっ しゃっ ていたので、 それに合わせて修正して頂け

ればと思います。

それか ら 、 22ページの2) の ｢学会 ･ 職能団体に対する要望｣ の ( 1 ) 。 私は事情が分から

ないのですが、 今、 荷硼莫や羊水過多その他も ろ も ろについて、 学会 レベルで事例を集積し

てお られる ので し ょ う か。 前回要望しているわけですよね。 今回も 引 き続き要望する 、 そ

う い う 趣旨ですよ メ熟 そ う する と 、 こ の ｢学会 レベルで事例を集積して｣ と い う と こ ろに

あ るその ｢引 き続き ｣ 。 ｢引 き続き事例を集積し｣ と言 う と 、 何か事例の集積が も う すで

に続いているのかのよ う な文章になる ので、 ｢学会 レベルで事例を集積する こ と を引 き続

き要望する ｣ と 書いたほ う が、 本来の趣旨になるのではないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 そ う ですね

○魚冨雫委員 も しやってお られる のであれば。

○池ノ 上委員長 そ う です為 今、 やって頂いているのはメ ト ロ イ リ ンテルに関 して、 石

渡委員長代理が産婦人科医会のほ う で色々やって頂いて、 その他はまだち ょ っ と 私も 聞い

てお り ませんけれども 、 今 日 、 岩下委員がい ら っ しゃ ら ないので、 ち ょ っ と はっ き り 分か

り ませんが、 藤森委員、 それ分か り ますか。

○藤森委員 臍脱と かを 目 的に したデータ の集積と い う こ と は していないですけれども 、

周産期登録と しては年間 5 万症例ぐ らいのこ と はやっていますので、 そ う い う こ と を 目 的

と して誰かが分析しよ う と すれば10年分ぐ らいはある ので、 目 的 とすればやる こ と は可能

だと思いますけれども 、 そ う い う こ と をや り たい と言って調べよ う と する人がいない と い
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う だけの と こ ろで し ょ う か。 今の と こ ろは。

○池ノ 上委員長 ですから 、 ｢引 き続き と い う のが今ち ょ っ と あれで、 そ う い う こ と をや

って く ださ る人を学会の中で見つけて 、 やっ て下さいよ と い う よ う な意図が伝わればいい

のかな と 思いますけれども 。

○勝村委員 僕がこ こ の文章に今こだわっている理由は、 有意差がある ないまではまだ言

えないけれど も 、 資料 3 でパーセンテージが違って出てきている も のがある と い う こ と を、

やっ ぱ り 今回の報告書ではっ き り 書 く こ と &こ よ っ て、 じやあ、 まだち ょ っ と これだけのデ

ータでははっ き り みま分か ら ないけれども 、 今、 おっ しゃ っ て も ら ったよ う に、 今あ るデー

劾中に“圏と囲lを比較Kみた らルセンテ-ジが大き く 違っている と こ ろが
出てきている と い う こ と を書いて も ら っ て、 だか ら 、 Q ) でも っ と こ う い う こ と も こ も関心

をも って これから あたっていってほ しい と い う 要望につながる と思 う ので、 そ う 書いてほ

しい と い う こ と なんです。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

○藤森委員 も う 一つ追加で、 メ ト ロ と臍帯脱出の関係の話が出てか ら 、 僕の記憶が正し

ければ、 20 1 2年の周産期登録から メ ト ロ の使用 と い う 項 目 がチェ ッ ク入ったんです長為

今までは入っていなかったんですけれども。 と い う こ と で、 周産期登録のほ う も 、 こ のメ

ト ロ と臍帯脱出の こ と は調べていかな く ちゃいけない と い う こ と で、 周産期登録のほ う で

は新たに追加項 目 と して入っています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今、 議論して頂き ま したよ う に、 こ の委員会で

集ま った数値と い う のは、 色々 な意味で、 例えば学術的に、 サイエンス と して今後 どのよ

う にそれを固めて頂 く か と か、 あ るいは、 実地家たちに どの よ う にそれを受け と めてこの

データ を使って も ら う か と い う よ う な と こ ろで、 今後進めてい く と い う よ う な書きぶ り を

少 しこの中に入れて頂いて、 臍帯脱出 と い う のが脳′盤麻痺発症の決して見逃せない要因に

なっている と 。 それに ど う い う ふ う に進んでい く かと い う こ と の提言になってい く と い う

よ う な報告書の書きぶ り を も う 一遍考えて頂ければと思います。 また状況に よ っては、 先
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生方にご質問 と 力満茎輻忍 させて頂き ます。

　　　　　　　　　　　　　　
鬮ぬ爽' ･ます‘ねそれ以外鷆大き く 違･きを ‘“‐" ~錮あ‘ ●“な
いですか。 先生方から見て 、 どれが気になるのか。 気になるやつは僕は全部書く べきだ と

思 う んです表為 どれだけ差があった と 。 確かに、 数 と してはまだ少ないけれども 、 だか

ら こそ、 医会 ･ 学会が持っているデータ でも じやあ見てみよ う じやないかと い う 関心を持

って も ら う と した ら ･ 例れ顛位さ 、効力瀑初回 目 “報告書で、 頭位なんて鬮なん
だから 、 これもわざわざ報告書に書く 話ではない と な り ます寿為 あ と 、 人工葡瑚莫が どれ

ぐ らいなのかと か、 こ の項 目 の どの数字を報告書に書 く のがいいのか と い う のをち ょ っ と 。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 これは私の個人的なあれですけれども 、 人工磯莫と メ ト ロ イ リ

ンテルはやは り タ ッチ しない と いけないだろ う と 思います。

それか ら誘発が ございますね。 分娩誘発 と 力堵足進。 これがぎ り ぎ り の と こ ろかな と 。 今

の数値では。 ま あ 、 倍弱 ぐ らいですね。

ですか ら 、 そ こ ら辺が も う 少 し集積されて く る と 、 も っ と差が出て く る と 、 今はそんな

感じかな と い う ふ 効こ 、 私はパ ッ と今 日 見た段階では思います。 分娩誘発も ど う い う 方法

で、 あるいは ど う い う促進の仕方かと い う こ と を も う ち ょ っ と 細か く 見てみない と 、 臍脱

に ど う つながるか と い う こ と る こついては、 我々 の委員会の中でも も う ち ょ っ と検討しない

と いけないのではないか と 思います。 誘発 している 、 あ るいは促進している こ と その も の

が臍脱につながっている よ う な こ と が見えて く れば、 それはこ う い う 状況ですと い う こ と

で、 こ う い う 検討を産婦人科学会の と こ ろで学術的にやって頂きたい と い う こ と を言える

のではないかと思います。

医会のほ う るこは、 今の よ う な こ と で、 促進の仕方、 それに よ っては臍脱につなが る可能

性も ある と い う こ と を、 今の と こ ろはこ のメ ッセージか ら受けて下さい、 と い う レベルじ

ゃないかな と い う 感じが しますけれども 。 よ ろ しいですか。
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○小林委員 先ほ どの説明が十分じゃなかった と思 う んですが、 も し比較するのであれば、

霊･多が微弱陣痛 と ･誘発をせざる を得な･ ･ よ う な状況“な一さび ト ロイ ルテ
ルと か人工葡瑚莫を しているので、 そ う い う よ う な状況になった分娩事例についての比較を

“ないと “二乗検定き 、 う ･ 統計的な前提に･なはないと恩います。 残 ･ “薑。
微弱陣痛と い う こ と でC P になったわけではないので、 要する に、 同 じ条件で使った力堵吏

わないかと い う 比較をする必要があ り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 やっ ぱ り グルーピングを しっか り する と い う こ

と 、 それは事務局でまだやれていないと思いますので、 そ こ ら辺はこれから の問題と して

検討させて頂き たいと思います。 あ り が と う ございま した。

○上田理事 ですから 、 今、 池ノ 上委員長がおっ しゃいま した、 臍帯脱出の事例では分娩

誘発がl とが ト 。 イ リ ン"が圈、 人工枷莫の軸と 、 そ う い う 処置が高いです“で、
隈本委員、 勝村委員がおっ しゃ られた 、 比較分析と い う こ と ではな く 、 ご指摘の点を強調

でき る よ う な形でま と めたいと思います。

○勝村委員 だから 、 学問的には、 今、 小林委員がおっ しゃ る通 り だと思 う んですけれど

も 、 現場のお医者さ んか らする と 、 こ う い う 症状が起こ ってきてこ う い う 治療をやらなき

やいけな く なっ てきて、 それでこ う い う パターンになってき た ら臍帯脱出が起こ り やすい

パターンになってきているから気をつけなき や 、 緊急帝王切開の準備も しなが ら行かなき

やいけないん じゃないか と い う パターンが浮かび上がる と い う こ と が再発防止だと 思 う の

でト。

○池ノ 上委員長 そ う そ う 。

○勝村委員 そ う い う ものが、 資料 3 に よ っ て僕はち ょ っ と浮かび上が らせてき ているん

じゃないかと思 う ので、 ち ょ っ と報告書に。

○池ノ 上委員長 おっ しゃ る通 り だと思います。 現場の ドク ターたちが ど う しろ と言 う ん

だ と い う こ と るこなって 、 ど う やっていいか分か らな く な る よ う な提言の仕方を してはいけ

ないと思 う んです。 ですから 、 今、 おっ しゃ ったよ う な レベルでやってい く 。
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ただ、 そ こ に学問的な見地か らかけ離れたこ と をやる と 、 こ の委員会その ものの価値も

問われますので、 そ こ ら辺もバラ ンス をちゃん と取 り なが らやってい く と い う こ と だ と思

います。

○隈本委員 一言だけ。

○池ノ 上委員長 も う そろそろ このテーマは、 こ の辺で終わ り るこ。

○隈本委員 分かっています。 今、 小林委員のお話を加味する と 、 要する に、 今、 分娩誘

発をはいるケ-スが鬮な“で、 も 皿を母数れ‘も圏が‘ , 。イ ルテル使用
例。 れで 鬮が‘ ' 。初 '''“使用例で臟'い う "ですと ･ 十分これでも倍以
上の リ ス ク と い う こ と 姦 こな る ので、 そ う い う 分娩誘発 と したのは、 恐 ら く 、 微弱陣痛 と い

う 判断なんでし ょ う るナれ ども 、 微弱陣痛で分娩誘発を していないケース も入れる と 、 少な

く と も 2 倍 ぐ らいの差は出そ う なので、 そ う い う よ 捌こ条件をそろ えて頂いて も結構です。

いずれに して も 、 こ の数字を出 さ ないのはも ったいないので、 メ ト ロ イ リ ンテルと 人工

石瑚莫だけは どこかの形でこの比率を入れて頂き たい と 思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 じや あ、 今、 色々 な ご意見を頂いたよ

う な方向でも う 一遍ま と め させて頂 く と い う こ と でよ ろ しいで し ょ う か。 先生方。

○小林委員 別の話なんですが、 臍帯選納についてなんですが、 例えば10ページの と こ ろ

では、 有効性が認め られていない、 あ るいは骨盤高位と なる よ う な体位に変換せず臍帯還

紬を試みたこ と は選択される こ と は少ない と い う よ う な表現で、 13ページの中ごろだ と 、

臍帯選納が児の予後に関 して よい と い う 根拠はな く 、 それから 14ページの真ん中ごろは、

臍帯還紬の適否について も検討する こ と が望まれる と 。 2 1ページもすべきでない と い う よ

う な表現なんですが、 根拠がない と い う こ と と 、 それから検討すべきである と い う の と 、

すべきでない と い う のは、 かな り それぞれ飛躍がある と思 う んですね。 こ こ ら辺はやっぱ

り 重要な こ と なので、 かな り 現場の処置の裁量の範囲を狭めて しま う ので、 最終的に ど う

い う 表現にするか と い う のはも う 少 し慎重に検討したほ う がいいと思います。 できれば、

専門の先生に、 選納は ど う なんですかと い う 話を。
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○池ノ 上委員長 そ う ですれ

いかがですか、 先生方。 産科の先生お二人おみえですが、 臍帯選納 と い う 、 ど う も原因

分析委員会の報告書を見ますと 、 指で選納しよ う と い う の も入っている し、 還納用の器具

を使ったケース も入っている よ う なんですが、 それでよ ろ しいんですね、 事務局。 ど う で

し ょ う 。 現実 と して。

○箕浦委員 現実には、 還納器って、 恐 ら く 、 みんな見た こ と がないと思います。 私も見

たこ と がない。

○藤森委員 存在は していますけれども 、 僕もやった こ と はないです。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ 私もやったこ と がないので、 申 し訳ない。 僕は何かで見た

こ と がある よ う な気が します。 何かこんな竿みたいなやつなんですけれども 、 現実にはや

っ ぱ り 指でち ょ っ と戻るかな と い う よ う な こ と をやってみて、 戻った と思って吸引 した ら

ガーン と悪 く なって と い う 、 何かそ う い う ケースが還納が う ま く いかない と い う こ と で、

ほ と ん どの現場では選納 と い う か、 指で押し戻そ う と ついつい した く な る人が多いんだと

思います。 でも 、 う ま く いっている の も どの ぐ らいあるか分からない。 それでコ ン ト ロー

ルが取れないんですが、 しかし、 それが う ま く いかな く て、 結果的には脳障害が起こ って

しま ったケース と い う のが こ の中に含まれている と 。 現実はそ う い う こ と だと思います。

○隈本委員 今の小林委員のご指摘は、 実は原因分析委員会に対する勅畔りだと思 う んです

よね。 原因分析報告書の記載は、 原因分析委員会のものを引用 しただけですよね。 これね。

だか ら 、 色々 な言い方を している と い う 飛躍した話を一つの委員会が色々 な形で出 してい

る と い う ご批判だと思います。

いずれに して も 、 それぞれの先生方の考え方があるんですけれども 、 少な く と も結果が

悪かったケースについて、 あま り エ ビデンスのないこ と をやっている時間があった ら別の

方法を考えろ よ と い う のが こ の趣旨でして、 エ ビデンスのないこ と を一生懸給がや り ;続ける

時間がも ったいない と い う 趣旨で書かれたものの 1 行、 2 行が引用 された結果、 色々 な言

い方になっているんだ と 思います。
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も ちろん、 これか ら表現をそろえる よ 効こ原園分析委員会のほ う るこ も言わない と いけな

いな と思います。

確かに、 根拠がない と い う こ と と 、 やった ら結果が悪かった と い う こ 割ま別の問題だと

思います。

○池ノ 上委員長 私自身 と しては、 これは脳障害が起こ った と い う 限定されたグループな

んです,ナれども 、 今回“ こ“鬮を見れ‘、 鬱勃 ぁ薄未練.･‘ K 臍帯を-生懸
命戻そ う と しな さ んな と い う こ と と 、 妊婦さんを動かしちゃいけませんよ と 。 こ の二つは

も のすご く プラ ク テ ィ カルな意味で浮き上がってきたん じゃないかと思 う ので、 これはや

っ ぱ り 実地医家へのある程度の提言の材料になるん じゃないか と 。

あ と 、 細かい と こ ろは色々 な意味で詳細な検討は必要だと思いますけれども 、 よ ろ しい

で し ょ う か。 大体そ う い う こ と で。 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 次の常f湖前盤早期剥離について、 事務局、 お願い致します。

○事務局 (御子柴) では、 次、 常位胎盤早期剥離について と い う こ と で資料4 と 5 をご

覧頂き なが らお願い致します。

まず、 資料4 、 早荊についてですけれども 、 あ と 、 資料 6 、 7 のほ う に前回のご審議の

と き の資料をご参考にご用意してお り ます。

前回の原稿におき ま しては、 早剥を発症した事例の中で特に切迫早産を発症した事例に

着 目 した形で取 り ま と めてお り ま した。 その他のテーマの中で、 先生方からあま り 焦点を

絞 り 過ぎて分析をするのではな く 、 全体を見て分析する よ う & こ と い う ご指摘も あ り ま した

“で、 今回は早承Jを発症した圓全件を蟻と して取 り ま と “た形の原稿‘ してお り ますo
全体を見る こ と でぼやける と い う 点も あるかも しれません し、 焦点を絞 り 過ぎる こ と で遂庚

めて しま う と い う こ と も あ るかも しれませんので、 どち らの方向性がいいかと い う こ と も

踏ま えてご覧訂頁ければと思います。

まず･ 資料“ です。 今回の原稿硼“ま し‘は、 鬮の取 り “ と “ と な り “す。 第 , 回
の報告書の と き には、 妊産婦さ んが 自宅で変調を認識してか ら連絡、 受診までに時間を要
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している事例が多かった と い う こ と で、 保健指導について取 り ま と めま した。 それに合わ

せて、 今回は先ほ どご説明 しま した よ う に、 チラ シを妊産婦さ ん用に作成した と い う こ と

を記載してお り ます。

, ぺ-ジ下、 表 , に鬮“内訳をれ‘い‘ と い う ‘ と で、 ' ぺ-ジ“ と こ ろに も表 '
“続裁きいます。 こ ち ら ,粗“分娩･筋嫁週数“分布 と なっ‘お り ますo 昨今“
学会な どで後期早産期の管理ですと か、 切迫早産と の関連と い う こ と で、 週数にも多少着

.
目 されているか と存じますので、 こ ち ら に今回の圏圏の内訳をお不 し していますので、 こ

の分布について も またご議論頂ければと思います。

薄 く 色づけ‘お り ます. う が囮の内訳で、 ち ‘ っ と色が濃を見に く いですけれども ･
並べてお り ます棒グラ フが切迫早産を発症した事例が実際どの週数で分娩を したか と い う

分布になってお り ます。

次に、 下にあ り ます表 2 には、 早剥の危険因子 と される も のですと か、 今回の事例の背

景をお示し してお り ます。 これにあた り ま して、 ご用意しま した資料 5 に、 前回ご審議の

と き “文武と の危険因子“ “をとい う こ と でお示し した も のを 、 累言層でお示。
し直したものです。 臍脱でも ご指摘があ り ま したので、 こ ち ら も 同 じ よ う に本制度の対象

で脳,糘痺であ り 早昶lでない事例が皿あ り ますので、 その圏の数値バセネも
横にお示し して比較と して ご用意してお り ます。 こ の中で どの辺に危険因子 と い う ふ う に

言える も のがある のか、 ど う いっ た傾向がある のかと い う こ と を先ほどの よ う に ご議論頂

ければと思います。

資料4 の 3 ページにな り ま して 、 表 3 には分娩時の状況と い う こ と で今回の59件につい

て早剥を発症した分娩時の状況をお示 し してお り ます。 表が見に く いですけれども 、 分娩

経路、 麻酔方法、 小児科医の立ち会いの有無、 母体搬送の状況、 胎盤病理の実施率な どを

お示 し し‘お り ます。 急速遂娩でなか→たもの量量で、 急速遂娩が行われ‘いたものが
鬮、 緊急帝王切開が行われた薑の う ちの麻酔の方法を右側“表でお示し し‘お り ますo
各施設によ って麻酉囃斗の体制な どが異なるかと思いますので、 どの麻酔がいいかと じまっ き
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り と提言する の も難しいかと思いますが、 D I C な どの管理の兼ね合いで硬月兜外麻酔を行

う こ と が ど う かな どを産科の先生方にご意見等を頂戴したいと思います。

小児科医の立ち会い と い う こ と に関 しての表は、 こ ち ら原因分析報告書の中に記載され

ている も のを拾っている形にな り ますので、 注釈が今回抜けてお り ますが、 その よ う な観

点も含めて数についてお示しする こ と がいいかも ご検討頂ければと思います。 こ ち ら の表

に関 しては、 前回の小児科の先生の委員から ご指摘があ り ま したので、 掲載した形にな り

ます。

胎盤病理に関 しま しては、 これを も って診断をする と い う こ と ではないか と思いますが、

今後の早剥の原因究明にあたって必要と い う こ と を踏ま えてお示し してお り ます。

次に、 4 ページをご覧下さい。 表 4 は前回もお示し したも ので、 今回の対象事例に見 ら

れた症状や訴え、 所見な どになってお り ます。 今回新たに追加 しま したのが 、 表 5 に分析

対象の初発症状と い う こ と で、 原因分析報告書の中か ら読み取れる範囲 と い う こ と にな り

ますけれども 、 最初に訴えた症状が何であったかをお示し してお り ます。 ち ょ っ と 白黒な

ので印刷が見に く いんですが、 主に左側にあ り ます性器出血、 腹痛、 お腹の張 り と いった

も のが代表的な症状になるか と存じますので、 右上にある胎動減少 と か腰痛と かを伴って

いる ものが非典型的 と い う か、 その他の症状と い う こ と になってお り ます。 管理中 と い う

は、 無痛分娩中ですと か切迫早産の管理中、 あ るいは分娩促進中な どの事例 と なって

お り ます。

次に、 5 ページのほ う を ご覧下さ い。 こ ち ら表 6 は、 初発 と 限らず、 今回の事例の中に

見 られた症状を重複あ り でお示 し してお り ます。 ち ょ っ と注釈等が不足 してお り ま して申

し訳ございませんが、 こ ち ら は重複あ り の表になってお り ます。

各代表的な症状を左側か ら 、 プラ ス胎動減少、 腰痛、 頭痛、 便意な ど、 どれをも って早

剥の症状と していいかは難しい と こ ろがあ り ますので、 その辺 も含めてご議論頂ければと

思います。

ちなみに、 前回、 症状について早産と正期産でク ロ ス を しては ど う か と い う こ と でご指
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摘等あ り ま したので、 一応、 総数の中を早産と正期産で分けた形で数をお示 し してお り ま

す。

図 2 と して 、 臨床所見 と い う こ と で、 主な所見の内訳をお示し してお り ます。 こ ち ら &こ

関 しても これを示すこ と で何か誤ったメ ッセージを発信する と い う こ と がある と 困 り ます

ので、 専門的な先生方から ご指摘等頂ければと思います。

6 ページ以降は、 教訓 と なる事例を 2件お示し してお り ます。 こ ち ら をこ関 しては、 早産

の事例、 リ ト ド リ ンを使ったものな どで症状の発見が遅れた ものをお示 し してお り ます。

9 ページ以降は、 ｢脳′圏麻痺発症の原因｣ の項割こ記載があったもの と い う こ と で、 先

ほ どお示し致しま した危険因子ですと か背景について、 ど う いった記載があるか と い う こ

と を こ ち ら の項か ら抽出 して記載してお り ます。 主に P I Hですと か胎児発育不全な ど、

感染、 喫煙、 外傷な どについての記載がございま した。

1 1ページ以降は、 ｢医学的評価｣ と い う こ と で、 同 じ く 危険因子について と して ( 1 ) に。

1 2ページか らは (2) 早剥の際の診断について、 見 られた症状、 所見についての評価、 超

音波を行った こ と 、 行っ ていないこ とへの評価、 モニタ リ ングへの評価、 手術所見等の記

載をま と めてお り ます。

14ページに移 り ま して (3) 、 こ ち らは早剥を発症した と き の対応 と い う こ と で妊産婦さ

んへの指示ですと か、 急速遂娩の方法、 先ほ どもお示し しま した麻酔の方法、 D I C な ど

の合併症の管理、 あ と は診療体制 と い う こ と でま と めてお り 、 また搬送する搬送元ですと

が搬送先の体制 と い う こ と で取 り ま と めてお り ます。

16ページか ら分娩機関に対する ｢検討すべき事項｣ と い う こ と で、 危険因子の管理、 早

剩の診断、 早剥の対応 と い う こ と で、 ｢医学的評価｣ と 同 じ よ う な取 り ま と めで三つお示

し してお り ます。

18ページ以降、 学会への要望、 ｢検討すべき事項｣ と い う こ と で、 同 じ く 危険因子の管

理について指導するですと か、 究明をする こ と 。 診断について も 、 発生機序の解明ですと

か要因 ･ 原因な どについての調査な どを行 う こ と を要望する な どの記載がございます。

- 27 -



早剥発症時の対応と い う こ 割こ関 しま しては、 搬送に関する こ と 、 受診や連絡と いった

こ とへの指導を徹底する よ 効こ要望する な どの記載が ございます。

(4) 、 20ページの下には保健指導の こ と をま と めてお り ますが、 保健指導に関 しま して

は、 前回の提言である程度こ ち らか ら も発信してお り ますので、 ボ リ ューム と して多い、

あ るいは不要 と い う こ と であれば、 削除して も よ ろ しいか と思います。

2 1ページ以降は、 国に対しての ｢検討すべき事項｣ と い う こ と で、 学会へ提言した もの

への支援、 補助、 また搬送体制に関 しては整鰤青 と い う こ と で、 最近の東京都、 その他の県

においての搬送体制等でこれか ら取 り 組まれるであろ う こ と も あ る程度考慮して頂いて、

こ ち らか ら も提言できれば と思ってお り ます。

22ページ以降は、 現況 と して早荊の一般的な内容、 症状、 対応と い う こ と で取 り ま と め

てお り ます。 今回は診断や管理と い う こ と で、 産科診療ガイ ドライ ンを抜粋してお り ま し

て 、 23ページか ら記載してお り ます。

早剥の診断 の 管理と してC Q3 1 1 に も記載がございますが、 切迫早産に関 してはC Q303

と い う こ と で、 切迫早産の部分に も早剥に関する鑑識Ji診断を行 う こ と の記載が ございます

ので、 24ページに取 り ま と めてお り ます。

これ らの現況に関 しま して も 、 例えば再発防止委員会か ら こ う いった こ と が危険因子と

して挙げられる と い う こ と で、 事務局 と致しま しては、 先ほ どの資料 5 の中か ら多いもの

を 、 また 日 本の一般的な教科書を幾つかレビュー して 、 それ ら の中か ら主な も のを抽出 し

てお り ますので、 こ う いっ たも のをお示しする こ と が よ ろ しいかど う か。

症状に関 して も 、 今回見 られた事例か ら 、 最後の提言につなげる にあたって どの よ う な

も のを記載した らいいか と い う こ と も含めてご議論頂ければ≧思います。

25ページ以降、 提言をご説明致します。

○市塚客員研究員 25ページ、 3 . 再発防止および産科医療の質の向上に向けてにな り ま

す。 第 1 パラ グラ フは主に リ ス ク 因子、 リ ス ク フ ァ ク ターについて述べてあ り ます。 この

中で、 今回、 全体的に早剥を見直してみよ う と い う こ と ですが、 やは り で切迫

‐ 28 -



早産 と診断された例があ り ま したので、 切迫早産については事例数を載せてあ り ます。

第 2 パラ グラ フは、 常位胎盤早期剥離の症状について、 代表的な症状、 腹痛、 お腹の張

り 、 性器出血があれば早剥を考えて診療にあたる こ と が多いんですが、 それ ら以外の胎動

減少、 腰痛な ど、 便意 と い う の も あ り ま したが、 その他の症状が見 られた場合でも 、 やは

り 早剥 と い う も のを念頭に置いて色々鑑織り診断してい く こ と が大事ですと い う こ と で、 ま

ず、 早剥を疑 う こ と か ら診療を進めていき ま し ょ う と い う こ と を書いてあ り ます。

また、 妊産婦に対しては、 いつも と違 う 症状を感じた場合は分娩機関に相談する よ う に

と い う こ と を母親学級で指導しま し ょ う と 書いてあ り ます。

第 3 パラ グラ フは、 早剰 と診断した と き の対応について書いてあ り ます。 やは り 、 D I

C を発症する こ と も多いですので、 また 、 速やかに分娩に持って行けるのは全身麻酔と い

う こ と で、 全身麻酔が勧め られる と い う こ と を書いてあ り ますが、 一方で対応でき ない施

設も も ちろんあ り ます。 その場合は下半身麻酔と い う こ 割こな り ますが 、 硬月兜外麻酔は血

腫を作る こ と があ り ますので選択する こ と は少ない と い う こ と について も触れてあ り ます。

.番 , は、 搬送爛区の話です。 ■、 囮Iでは母薇送があった と い う ‘ と に
なってお り ます。 搬送に関 しま しては、 紹介元 と紹介先 と の間でのスムーズな連携によ っ

て、 発症か ら分娩までの時間短露語につながる こ と も あ り ますので、 連携をよ く しま し ょ う

と い う こ と も書いてあ り ます。

また･ 分娩に関 しては小児科医の立ち会いがあった靴墨にしか満たず、 また小
児科医の要請を舒‘も.であ り ま “た。 早ゆ礬 やは り 胎児が具合悪く 生まれて
く る こ と も あ り ますので、 小児科の立ち会いや要請について、 も う 少 し積極的にやってい

く のがいい と い う こ と を書いてあ り ます。

　
第5パラ グラ フは、 娩出 された胎盤について病理組織に提出 しているのが鬮鬮霊で した

ので、 今後の早刻の原因調査にも役立つ と い う 可能性も あ り ますので、 ぜひ病理の提出を

していき ま し ょ う と い う こ と を書いてあ り ます。

1 ) 産科医療関係者に対する提言は、 今、 1 ~ 5 まで書いてあったこ と を具体的に示して
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あ り ます。

の 常位湖鋭霊早期剥離の危険因子の管理と い う こ と で、 ①女戟辰高血圧症候群、 早剥の既

往、 切迫早産、 外傷、 喫煙な ど&こ該当する妊産婦に対しては、 よ り き め細やかに保健指導

および慎重な管理を行いま し ょ う と い う こ と です。

②番 目 と しては、 切迫早産様の症状と異常胎児心拍パターンを認めた と き は早剥を疑い、

ガイ ドライ ンに沿って糸劉寛超音波、 凝固系血液検査、 分娩監視装置によ る胎児心拍モニタ

リ ングを含めた鑑別診断を行 う と い う こ と を言ってお り ます。

③番 目 は、 早産期の腹痛で最も危惧されるべき疾患が早剩である こ と か ら 、 切迫早産に

ついては慎重に治療 ･ 管理する と と も &こ 、 子宮収縮抑制薬の処方にあたっては、 よ り き め

細かい服薬指導を行 う と い う ふ う に言ってお り ます。

(2) 常イ瑚能盤早期剥離の総合的診断および鑑識“診断と い う こ と ですが、 ①番 目 と しま し

て腹痛やお腹の張 り 、 性器出血な ど、 代表的な疾患は当然ですが、 胎動減少、 腰痛な ど、

今回の分析対象事例に見 られた比較的典型例ではないよ う な症状において も早剥を念頭に

置き鑑識1i診断を行ってい く と い う こ と を述べてあ り ます。

やは り 早剥は疑 う こ と か ら診断がついていき ますので、 そ こが大事かな と い う ふ う に考

えてお り ます。

②番 目 は、 早荊の診断にあたっては超音波断層法のみではな く 、 分娩監銘見装置によ る胎

児心拍モニタ リ ング、 また妊産婦の訴え と い う も のが非常に大事になってき ますので、 こ

れ らから総合的に診断する よ う に しま し ょ う と い う ふ う に してあ り ます。

(3) 早剥が発症した と き の対応についてですが、 これは先に述べま したよ う に、 ①D I

C の管理や早産児の管理も含め 、 急速遂娩の方法、 麻酔の方法、 小児科医の応援要請、 母

体新生児搬送の必要性な ども適確に判断し、 な るべ く 早 く 児を娩出する よ う " こ しま し ょ う

と 。

②妊娠各期の異常な症状、 徴候についての指導を行 う と と も に、 妊産婦に理解が得られ

たのかの存鶴忍を行いなが ら 、 よ り き め細かな保健指導を行 う 。 また、 不明な熱こついては
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いつでも電話で相談でき る システムを整割席、 充実させる と い う こ と です。

③常位胎盤早期剥離の原因究明のためにも 、 可能な限 り 胎盤病理検査を行いま し ょ う と

い う ふ う に言ってお り ます。

2) 学会 ･ 職能団体に対する要望ですが、 やは り今でも常イ湖剤盤早期剥離の原因、 発症機

序については不明な点が多いですので、 さ 拭こ事例の集積および検討、 研究の推進を要望

していき ます。

② と しま しては、 今度は早期診断に向けて事例の集積および検討、 研究の推進を要望す

る と い う こ と 。

③常位胎盤早期剥離の代表的な初期症状と して 、 腹痛や性器出血について適切な鑑別診

断およびこれ ら の症状への対応の研究を推進する こ と を要望する と い う ふ う に してあ り ま

す。 ‘

(2) 常f湖能盤早期剥離に関するガイ ドライ ンの充実。 こ こでは、 やは り今 口

の切迫早産の合併があ り ま したので、 も ちろん201 1年版のガイ ドライ ンにも切迫早産等の

鑑別 と い う 記載はあ り ますが、 も う ち ょ っ と 強調して頂ければいいのかな と い う ふ う に、

その と こ ろ を要望していきたい と考えてお り ます。

次は、 3) 国 ･ 地方自治体に対する要望ですが、 これは早期剥離に関する研究促進のため

の支援をお願い しますと い う こ と 。

(2) 早剥を発症した場合は、 母児の救命のためにも よ り 迅速な搬送が可能 と なる よ う 、

特に総合地域周産期母子医療センターが迅速かつ確実に搬送を受け入れ られる よ う 、 国 ･

自 治体において取 り う決めやシステムを整備 ･ 構築する こ と が望まれる と い う こ と で、 現在、

東京都では (2) 番の取 り 組みに対してはま さ に計画を している と こ ろであ り ますので、 東

京都以外の と こ ろの 自 治体にも こ の よ う な要望を していきたい と い う ふ う に考えてお り ま

す。 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 常イ湖台ヲ盤早期剥離についてま と めて頂き ま し

たけれども 、 いかがで し ょ う か。 ど う ぞ、 箕浦委員。
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○箕浦委員 全体的によ く ま と めてあるんですが、 ち ょ っ と 細かい と こ ろですけれども 、

麻酔なんですが、 恐 ら く 、 わざわざ硬膜外麻酔を選択する施毎熟まないと思 う んですれ こ

れは無痛分娩をやっていてそのままそれを使った と い う 状況かなと思 う んですね。 ですか

ら 、 も しそ う だ とすれば、 書き方を少 し考えない と いけないかな と 思いま した。

○池ノ 上委員長 そこ は事例はあ と でチェ ッ ク でき ますか。

○事務局 (御子柴) 後ほ ど確認致します。

○藤森委員 二つあ り ます。 一つは、 26ページの ( 1 ) の①の最初から なんですけれども 、

危険因子についてなんですけれども 、 僕も再発防止委員会の資料を使って色々 な と こ ろで

話をする んですけれども 、 常{湖剤盤早期剥離の今回のデータ と い う のは、 僕 自身の解釈で

は、 む しろ妊娠高血圧症候群と か常f湖富盤早期剥離の既往、 切迫早産は違いますけれども 、

喫煙、 こ う い う も のがない人が、 む しろ ロー リ ス ク だ と思われている人たちの中に早剩の

人が多いんだよ と い う ふ 効こ僕は話を しているんですね、 最近。 見て も ら う と 分かるんで

すけれども 、 ですか ら 、 ま る っ き り 反対の こ と を言っているんですけれども 、 実は P I H 、

女賑高血圧症候群、 圏ぐ らいですよね。 鬮しかないので。 圓とい う の.普通の “ ,
Hの分布 と変わ ら ない数字です。

それか ら 、 こ こ には書いていないですけれども 、 僕の記憶に よ る と 、 僕が調べた中では、

マス キングで見た と き には早剥の既往がある人 と い う のはほ と ん どいなかった と 思います。

それか ら 、 喫煙も圏鬮です九 これち ょ っ と 高いか乱れませんけれども ･ は っ
と前のデ-“ を見た と き には 鬮ぐらいで“んなに高 く なった記憶“あ→たんですれ
なので、 今回の早剥の このデータか ら見えて く る こ と と い う のは、 実は、 そ う い う P I

H と か、 も ち ろんそ う い う 人たち も リ ス ク は高いんですけれども 、 そ う い う 人たち と い う

のはコ ン ト ロ ールされていて、 む しろ注意されていて、 早剥 と かにも も ちろんな るんです

けれども 、 C P る こな る よ う な 、 脳!塵麻痺になる よ う な人たちではな く て、 ち ゃん と助かっ

ている と 。 やは り 、 ロ ー リ ス ク か ら 出て く る人たちがき ちん と ケアでき ない と脳性麻痺は

減らないん じゃないか と い う のが個人的な意見なんですけれども。
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ですから 、 む しろ こ こ の提言と しては、 危険因子を持っている人たちは今まで通 り ケア

されているので、 む しろ こ う い う ない人たちの方がも っ と き ちん と ケア されな く ちゃいけ

ないんだよ と い う こ と を言った方がいいんじゃないかな と い う のを 、 僕は色々 な と こ ろで

そ う い う ふ う に話を しているんですけれども 、 それが 1 点。

も う 一つ、 超音波の こ と "こついてち ょ っ と お話し したいんですけれども 、 超音波、 これ

は多分、 検討委員会の方のま と めのデータだと思 う んですけれども 、 超音波に関 しては、

こ の間のあるモニタ リ ングの会でも話が出たんですけれども 、 早剥の と き の 、 モニタ リ ン

グの有用性と い う の も あるだろ う けれども 、 超音波と い う のは症状があって、 症状 と い う

のは早剥の場合、 疑って子宮収縮があって例えば′性器出血があった場合、 超音波をする必

要はないん じゃないか と い う 話も 出ていて、 そんな時間があるんだった ら 、 さ っ き の臍脱

の話じゃないですけれども 、 性器出血があって子宮収縮があって胎児の徐脈があった ら 、

その時点で帝王切開をするべき であって、 超音波の有用性みたいな記載はむ しろ しない方

がいいんじゃないかと い う 話も出ていたよ う なので、 僕 自身は、 これ、 ピ ッ ク ア ップして

きているだけだと は思 う んですけれども 、 再発防止委員会の提言と して超音波の必要性み

たいな と こ ろ を書いてある と こ ろを取 り 上げて く る のはち ょ っ と ど う なのかな と い う のが 、

これも個人的な意見なんですけれども 。

む しろ 、 そ う い う 症状だけで、 胎児が徐脈になっている と い う のはそれだけで急速遂娩

なんですよ と い う こ と の方がむ しろ大切なん じゃないかな と い う 、 そ う い う あ るモニタ リ

ングの某会議での話だったんですけれども。 以上です。

○市塚客員研究員 藤森委員がおっ しゃ る通 り 、 早剥イ コール超音波診断と い う よ う なも

のが結構広まっているんですね。 なので、 あえて事務局では超音波だけではな く モニタ リ

ングを行いま し ょ う と い う よ う な文章を25ページの 1 番には書いたつも り なんですが、 そ

れを も う ち ょ っ と ア ピールしていきたい と 。

○藤森委員 僕が言ったのは、 12ページの超音波所見の と こ ろに、 有用である 、 適確であ

る と い う も のを ピ ッ ク ア ップされている ので、 提言の と こ ろでは、 提言 と い う か、 向上に
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向けての一番最後の と こ ろではそ う い う ふ う " こ書いてあるかも しれないんですけれども 、

12ページの と こ ろでは適確である と い う 表現の と こ ろだけ挙がっている ので、 む しろ 、 そ

う い う 記載が多分あった と思 う んですけれども 、 超音波を している んだった ら急速遂娩の

準備を した方がいいん じゃないか と い う の も あったと思 う んですけれども 、 適確、 適確、

やってよかった と 、 診断に有用で した と い う 記載だけではな く て、 それがそ う している こ

と が よ く はなかった と い う こ と も言った方がいいん じゃないかな と い う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長 これはいかがですか。

○市塚客員研究員 こ こ の部分は、 先ほ どもお話にあったよ う に、 原因分析委員会の原因

分析報告書か ら持ってき た文を引用 した と こ ろにな り ますので、 これだけ じゃ ち ょ っ と先

生がおっ しゃ る よ う な誤った方向に導いてはいけないので、 最後の と こ ろの文章では、 鑑

別診断、 超音波だけでは不十分で、 総合的に患者の訴え、 モニターで総合的に診断しま し

ょ う と い う こ と を書いたつも り なんですが、 も う ち ょ っ と その辺は強 く ア ピールしていこ

う か と い う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長 これが再発防止委員会からの報告書なんですけ ど、 その中に原因分析委

員会の報告書のステー ト メ ン ト がかな り 散 り ばめ られている わけですよ ンれ そ う する と 、

そ こ ら辺の仕組みが よ く 分から ない方が見る と 、 一般の読者が見る と 、 これは再発防止委

員会が全て書いたのか と い う よ う に思われる部分もある 。

それが 、 例えば、 資料4 の 9 ページにある4) 分析対象事例におけ る 明断盤麻痺発症の原

因｣ と い う と こ ろで、 次のパラ グラ フが、 原因分析委員会に よ り 作成された原因分析報告

書の ｢脳小型麻痺発症の原因｣ において 、 常f湖前盤早期剥離に関連して記載された内容を以

下に示すと 。 こ こ はよ く よ く 読む と分かるんですけれども 、 原因分析報告書で取 り 上げら

れている脳′ト当麻痺発症の原因の と こ ろで、 常イ湖能盤早期剥離と い う ので く く ってバー ッ と

出 しま した と い う よ う なのが こ こ にず う っ と書いてある と い う こ と なんですね。

ですから 、 そ こ ら辺の出 し具合も 、 文章を、 最初の出だしを少 し分か り やす く して頂 く

と い う こ と と 、 これは逆に超音波診断法だけが取 り 上げられる と い う 、 一緒に取 り 上げた
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ら ど う ですか、 モニタ リ ング と 。 ど う ですかれ 先生、 両方。

○藤森委員 非常に難しいと思 う んですけれども 、 子宮収縮だけの と き に超音波をやって

と か と い う な ら分かる と 思 う んですけれども 。

○池ノ 上委員長 そ う ですよね。

○藤森委員 ですから 、 診断に有用なこ と がないわけではない と 、 僕も思います。

ただ、 一番子 ども を助けるために何が重要なのかと いった と き に、 やっぱ り それは胎児

の徐脈しかな く て 、 その と き には母親の症状でもなければ胎盤の肥厚でもないわけで。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 実際的には、 女戟辰35週 ぐ らいで切迫早産 と訴えて入ってきた患

者さ んに、 . わずかな遅発一過性徐脈が出ている 。 だけ ど、 お母さんその ものは典型的な腹

痛だと か訴えない。 性器出血も あるかど う かな と い う 感 じ と い う と き で、 これは単なる切

迫早産なのか常f湖剤盤早期剥離の初発症状なのかと い う よ う な と こ ろで超音波 と合わせて

やる と い う よ う なのは、 極めて有用だと思 う んですれ

だけ ど、 今、 先生が言われる, よ う に 、 も のすごい徐脈が起こ って胎児の状態は非常に悪

い と 。 一刻も早く 処置 ･ 対応しない と いけない と い う よ う な と き の超音波 と い う の と 、 そ

う い う 時間的問題がない場合と い う よ う な と こ ろ を少 し入れて頂ければいかがで し ょ う か。

○隈本委員 私も藤森委員の話に賛成です。 要する に、 リ ス ク フ ァ ク ターがないと思われ

た人の中に多い と い う のは、 原因分析をやっていてやっ ぱ り そ う 感 じているので。

ただし、 原因分析委員会 と しては、 早剥である と い う こ と を認定するために、 少な く と

も リ ス ク フ ァ ク ターがあった ら必ず書いてあるんですよ ×ほ だから 、 そ う い う 意味では、

そ こが強調されている傾向があ り ます。 原因分析、 原因が分か ら ない と書く のは難しいの

で、 実際、 原因が本当に早荊かど う かよ く 分か ら ないケース も あるんですが、 そ う い う 場

合には･一生懸聯" リ ス ク フ ァ ク ターを探して書き込んでいる と い う 、 そ う い う 原因分析委員

会側の論理も あるんです。

だか ら 、 そ う い う 意味では、 拾い上げる と き にあま り こ う やってた く さ ん列挙して、 い

かに も リ ス ク フ ァ ク ターの多いものがた く さ んなっている よ と い う よ う な違ったメ ッセ-
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ジを与えないよ う " こ 、 ま 割こ再発防止委員会の 目 で見てみる と 、 実はあ らか じめ リ ス ク フ

ァ ク ターの分かっていない人の中か ら早剥が起きているケースが多い と い う こ と が逆に発

見なので、 そ う い う 意味では、 正直にこ う やってた く さ ん引用する のではな く て、 む しろ

軽 く 引用 と い う か、 こ う い う ケース も あ る 、 こ う い う ケース も ある ので、 4 事例 と か 3 事

例出す必要はな く て 、 今回、 重要なのは、 やっぱ り 切迫早産の率が高いよ と い う こ と と 、

モニタ リ ングを しっか り していない と 見逃すよ 、 と い う こ と が も しメ ッセージだ とする な

らば、 超音波断層所見なんかは 1 事例ぐ らいに しておいて、 結局、 ど こ を拾 う かが、 それ

ぞれのステー ト メ ン ト は 1 例 1 例に原因分析委員会の人たちが考えて一生懸騎r頭をひね り

だ して色々見つけ出 した ものなので、 それを全部引用 しな く て も 、 それこそ こ っ ちで取捨

選択して しま う と い う こ と が、 ひ と つメ ッセージになる のではないでし ょ う か。

○藤森委員 ずっ と その危険因子に関 しては、 何か一番最後の最後にこ う い う 話をする の

は非常に事務局に申 し訳ないんですけれども 、 僕、 個人的に思っている リ ス ク フ ァ ク ター

と い う のは、 経i産婦 と切迫早産のそ う い う診断、 こ の二つが、 最近マスキング版と かを見

せて頂いて思っている こ と 、 それから 、 自分たちの福島の症例なんかを見ていて、 う ちの

先生たちなんかと も話を している のは、 こ の二つ じゃないかな と 。 ご く ご く 一般的にあ り

がちな経産婦で切迫早産と診断された人がお腹痛い と言って入ってきている場合、 または

性器出血を伴っている場合なんてい う のは、 これはも う 早剥を強 く 疑ったほ う がいいん じ

ゃないか、 そ う い う 目 で見たほ う がいいん じゃないか、 と い う のを最近痛感している ので、

今、 隈本委員がおっ しゃ ったよ う に、 いわゆる一般的な教科書的な リ ス ク フ ァ ク ターを強

調するのは、 原因分析委員会、 それか ら再発防止委員会の提言とする と 、 僕は、 すみませ

ん、 一番最後の最後に言って申 し訳ないんですけれども 、 あま り ふ さ わ し く ない よ う な 、

個人的にはそ う 思っているんですけれども 。

○隈本委員 そ う い う 意味では、 僕も実は同 じよ う に感 じていて、 原因分析委員会のメ ン

バーの中に入っていて感 じているんですが、 資料 5 が非常にその点ではすご く すばら しい

数字をまた出 してお られて、 本当 にお手柄なんですけれども 、 やは り 経産婦が他の事例で
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量囮な叱れ‘繰婦,量囮を占め‘いる 。 そK切迫早産“診断と い う “が ･ や
は り 率が高い と い う数字がきれいに出ているので、 呼吸器疾患だけはち ょ っ と既往症、 合

併症、 呼吸器疾患だけはち ょ っ と不思議ですけ ど、 それ以外の ものはおっ しゃったよ う に

切迫早産の診断が多く て、 経J産婦が多い とい う 、 こ の数字も何か う ま く ｢あ く まで参考だ

が｣ みたいな感じで引用 した らいかがでし ょ う か。 それは非常に実践的な と い う か、 現場

にお られる方の意見と しては、 非常に納得がい く 感じが します。

○勝村委員 僕も同 じで、 事前に資料を送って も ら っ た と き に、 資料 5 のや り 方が僕はす

ご く 疫学調査的にいいな と思っていて、 これをやっぱ り 分か り やすく 現状と して伝えてい

く こ と が大事で、 ｢妊産婦の皆さんへ｣ と い う きれいな裏表作ったけれども 、 こ の裏も従

来言われている こ と なので、 喫煙 と か言えない し、 僕も見たんですけれども 、 よ く 分から

ない、 呼吸器疾患 と かは何なんだろ う と 思 う わけなので、 そ う い う と こ ろをき ちん と再発

防止委員会 と しては書いてお く 必要がある と思 う んです黄な よ く 分か ら ないけれども 、

疫学的に網羅してみる こ と るこ よ ってでき あがったこの資料 5 のや り 方 と い う のは、 僕はす

ご く 興味深い表になっている と思 う ので、 でも 、 報告書にこれはそのま ま載せない と い う

こ と ですので、 何か生かして残しておいてほ しいと思います。

○池ノ 上委員長 事務局にち ょ っ と お伺い しますけれども 、 リ ス ク要因のない人の早荊 と

い う グループは どこ を見れば分かるんですか。

0事務局 (御子柴) いわゆる危険因子がない事例の割合ですれ 今、 確認してお り ます

ので、 少々お待ち下さい。

○藤森委員 も う 一つ、 こ こで注意しな く ちゃいけないのは、 これはあ く までも脳↑由麻痺

になっている赤ちゃんだ と い う こ と で、 やっぱ り 本当の重度の常イ湖剤盤早期剥離と い う の

は子宮内胎児死亡になっている こ と が多いので、 そ う い う 人たち と い う のはご く ご く 早期

に、 も っ と 早い段階で重症な女弦辰高血圧腎症になった り と か しいてなっている人が多い と

思 う んですけれども 、 ロ ー リ ス ク群か ら の脳′艶麻痺を救 う ためには、 そ う い う ロ ー リ ス ク

群をき ちん と 見る必要性があるんだよ と い う こ と を再発防止委員会の方からは言 う こ と が
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大切で、 重症な常f湖前盤早期剥離になっ ちゃって死亡 している も の、 それから33週以前で

こ の対象になっていない人たち も恐 ら く いる と 思 う んですけれども 、 そ う い う 人たちは次

の と い う 言い方は変ですけれども 、 ま た考える と い う こ と で僕はいいん じゃないかな と い

う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長 分か り ま したか。

○事務局 (御子柴) ガイ ドライ ンのほ う で危険因子 と していま ｣罪艾致賑高血圧症候群、 早

剥の既往、 切迫早産 (前期破水) 、 喫煙、 外傷。 喫煙は解説の と こ ろですけれども 、 それ

がな,事例量圏です。 今量島 う ち。
0池ノ 上委員長 ですか ら ･ 教科書的に リ “ ク 因子 と して挙げられ‘いる初･綱ぁ ,
ますと い う 大前提を、 まず話を しておいて、 その リ ス ク 因子を分析した ら こ う で した と 。

そ う した ら 、 先生の言われる よ う なメ ッセージも伝わる ん じゃないかと思 う んですれ よ

ろ しいですかね。 あ り が と う ございます。

他に何かご質問。

○魚冨雫委員 3 点あ り ます。

まず、 L点 目 。 原因分析委員会は 1 件 1 件を見てお られる 。 私たちの再発防止委員会と

の大き な違いは、 私たちはた く さ んの事例を見る こ と ができ る こ と で、 今、 何人かの先生

がおっ しゃ られたご指摘、 ｢再発防止委員会だか ら こそのメ ッセージ｣ と い う のは、 これ

か ら もぜひ心がけていかなければいけないと思います。 ただ し、 今、 お話が出てき ている

原因分析報告書からの抜粋を このま ま書き続けるかど う かについては、 これまでの報告書

のおf仲去がある ので、 も し今回からそれを変える とする な らば、 そ こ の と こ ろは慎重に決

めなき やいけない し、 今回から はそ う い う 書き方を している と い う こ と をき ちん と書いて

いかない と 、 おf倒去で読んできたこれまでの 1 冊 目 、 2 冊 目 と 大き く 変わる こ と も こな る と

思 う ので、 ぜひそ この と こ ろは慎重に検討しなければいけないと思います。

それか ら 、 私たち再発防止委員会 と しての視点のために、 作為的に都合のいいものだけ

を抜き出すよ う な こ と があってはいけない。 これまで以上に慎重に ど う い う と こ ろを引用
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する のか と い う こ と を検討しなければいけない と思っています。

それから 2 点 目 の今おっ しゃ られた、 ｢危険因子と しては低いけれども 、 そ こ を注意し

なければいけない｣ と い う こ と がメ ッセージ と なる な らばすご く 大事な こ と で、 ど う い う

書きぶ り “こすべき なのか、 これでいいのだろ う か と 、 どき どき しているわけです。 も う 積

まれている 、 印刷終わったパンフ レ ッ ト を思った り もする のですけれども 、 その こ と を書

く とする な ら ば、 今回報告書の中に、 まずはこ う だ、 次はこ う だと か、 何かし ら の丁寧な

解説が必要なのではないかな と思っています。

それか ら 3 ,点 目 、 ち ょ っ と違 う のですけれども 、 国 ･ 地方自治体に対する要望の と こ ろ

で、 これまでの と こ ろに も関わる のですが、 も う すでに一部分動いている こ とや、 報告書

を出 した後動いたこ と と か、 幾つかある と思います。 報告書の中で大き く 国に要望してい

ますけれども 、 先ほ どお話にあった、 東京都ではこ う い う こ と が動き始めている と い う よ

う な こ と が実際ある とする な ら ば、 他の と こ ろ も ちゃん とやって下さいね、 と い う メ ッセ

ージにもな るかも しれないので、 お差し支えない範囲で、 でき る よ う になったモデルケー

ス と か、 実際に医会が こ う い う こ と を始めて こ う い う こ と にな り ま した と か、 報告書が出

た後、 でき たこ と 、 そ う いった成果もぜひどこかに折 り 込んで頂ければと思います。 これ

はこれからのお願いです。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 確かに、 こ の常f耽胎盤早期剥離につい

て、 日本の中で ど う い う こ と が脳障害とつながっているか と い う のは、 ある意味ではon g

omgのnew fmd1ngsだ と い う 部分がかな り あ るんだと思 う んですね。 これまでの諸外国の、

あ るいはこれまでの産科学を背景に した常位胎盤早期剥離のバ ッ ク グラ ウ ン ド と 、 今の我

が国の産科医療を背景に したバ ッ ク グラ ウ ン ドは恐ら く 、 変わ り つつあ る可能性も ある 。

それをキャ ッチア ップしなが ら こ の委員会 と してはず う っ とやっていき ま し ょ う と 言 う こ

と です。

第 1 回 目 の こ のパンフ レ ッ ト と いいますか、 ポス ターみたいなのは数が少なかったので

教科書的にや り ま した と い う こ と でよ ろ しいです為
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○事務局 (御子柴) ちなみに、 第 2 回の報告書における早剥の20件中で、 リ ス ク がなか

→た事例量鬮鬮な““■で、 今回曇ぬ.‘みを鬮曇り- , “た
い う こ と で した。 前回は‐一応全く リ ス ク がない事例の話も 、 確か委員会でお話が出たかと

思 う んですけれども 、 やっ ぱ り その割合が多少変わってきている と い う 事実はあ り ます。

一応、 今回の このチラ シは、 第 2 回の報告書の保健指導の内容を受けて と い う チラ シ と い

う こ と です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 やは り こ う い う チラ シも こ の委員会で、 今、 鮎

澤委員がおっ しゃったよ う に、 僻轍的に 日本で起こ った脳小型麻痺を見ている と こ う い う 問

題があったんですね、 と い う よ う な も のが出てき た ら 、 やっぱ り それはア ップ ･ ツー ･ プ

イ ト にず う っ と 出 してい く 。 ですか ら 、 こ のポス ターも改訂版その他をやっぱ り やってい

く 必要も ある だろ う と い う ふ う に思います。

○勝村委員 その通 り だと想 う んですけれども 、 だか ら 、 そ う い う も のがあればと い う よ

り も 、 こ の委員会はま 割こそれをやるための委員会なので、 そ こ を明確に。 これは印刷し

ちゃって妊産婦向けだ し、 別に悪い こ と を書いていないから使って も ら っていい と思いま

すけれども 、 それだけにやっぱ り お医者さ んも ち ら っ ち ら っ と 見るだけに、 ち ょ っ と デー

タ の数字が変わってきている と い う こ と は、 すご く 大切なメ ッセージ と して報告書にはき

ちん と書 く べき だと思 う んですが。

さ っ き手を挙げたのは、 やっ ぱ り 1 回 目 の報告書の議論の と き にすごい長い議論を した

のは、 原因分析報告書か らの引用なのか、 こ こ がオ リ ジナルに書いているのかがすご く 分

か り に く い と いっ て、 何かその こ と ですご く 議論をや り ま した よね。 今回、 こ のチラ シを

書く と き に も 、 フォ ン ト が ど う だ、 文字サイ ズが ど う だ と言った ぐ らい、 かな り 書き方に

ついて議論をやったの と 同 じよ う に、 ずいぶん色々議論を経て も 、 でも 、 やっぱ り 分か り

に く いな と思っていた と思 う ので、 例えば、 僕、 今、 考えたんですけれども 、 引用 してい

る と こ ろを も っ と 、 例えばそ こ は白黒でそれ以外はカ ラーにする と か、 そ こだけフォ ン ト

サイ ズを全部変えちゃ う と か、 色々思ったんですけれども 、 やっ ぱ り 分か り に く い と思 う
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んですよ。 それで、 提案なんですけれども 、 引用部分はいちいち囲 う と決ま ったんですよ。

1 回 目 の報告書に引用する と き にね。 その囲っている右上か右下にいちいち原因分析報告

書か らの引用って全部書いた ら ど う ですし ょ う か。 いちいち。 そ う じゃない表 と か囲いも

たまにある ので。

実際、 ガイ ドライ ン と かから 引用 している場合は、 いちいち四角の上に何々 か ら 引用、

何々 から引用 と い う ので、 1 0個 も20個もやっている けれども 、 でも 、 いちいち引用、 引用

と書いてお く と 、 その方がすご く 読みやすく 分か り やすく なる と思 う ので。

○池ノ 上委員長 ああ、 アイディ アですれ なる ほ ど。 それはまた事務局のほ う でも検討

して頂いて、 産科医療補償制度全体と しての位置づけみたいなもの も あ る し、 原因分析委

員会 と再発防止委員会 と の 、 これはそれぞれイ ンディペンデン ト な委員会だと い う 建前か

らい く と 、 それはそ う あって しかるべきだな と い う 部分も ある と 思いますので、 ち ょ っ と

それを検討して頂いて、 今、 勝村委員か ら提案して頂いたこ と は、 先ほ ど、 私が言ったの

も同 じこ と なんですれ どこまでが原因分析委員会の意見でどこからが再発防止委員会な

のか と い う のが 、 ど う も分か り に く い と い う のをず う っ と 引 きずっ ていってお り ますので、

一つのアイディ ア と して、 今のご意見を頂きたい と 思います。

○藤森委員 パンフ レッ ト については、 僕も十分有効だと思っています。 さ っ き も言いま

したけれども 、 脳↑塑麻痺になっている赤ちゃんのデータであって、 亡 く なっ ている赤ちゃ

ん と か、 も ち ろん助かっている赤ちゃんもいるわけで、 いわゆる リ ス ク フ ァ ク ターを否定

しているわけではないわけですので、 今回のパンフ レ ッ ト を配る こ と と い う のは、 これは

間違っている こ と でなな く て、 最初に妊婦さ んに情報を与える も の と しては適確だと思っ

ていますので、 僕が言ったお話と い う のは、 脳′塩麻痺と なっている赤ちゃんがそ う い う数

だ と い う こ と だけです。

○隈本委員 僕も同 じ意見です。 要する に、 こ の リ ス ク フ ァ ク ターについてちゃん と ア ピ

ールする こ と はも のすご く 大事で、 それは知 らないお母さ ん方に気をつけて も ら う ので、

リ ス ク フ ァ ク ターがない事例について注意しよ う と い う のは専門家集団で議論すべき問題
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で、 それはやっ ぱ り 分ける話だと思います。 リ ス ク フ ァ ク ターないですよ と い う パンフ レ

ッ ト を作って も 、 意味ないで し ょ う 。 リ ス ク フ ァ ク ターがない事例か ら も 出ます と言われ

て も 、 そんな対処の しよ う がないので、 これは一般向けでよ しで、 それじゃな く て 、 こ の

専門家分野では脳↑堕麻痺事例を防ぐための方法と して 、 常{湖剤盤早期剥離の リ ス ク フ ァ ク

ターがない事例について も 、 心拍に注意しま し ょ う と か、 早産に注意しま し ょ う と い う メ

ッセージさ え伝わればいい。 専門家集団 と して。

○勝村委員 お任せしますけれども 、 例えば僕な らば今の話を聞いていた ら 、 前回は リ ス

“ フ ァ ク タが全く なか.たα團録けれども 、 今回量だっ“ と い うごら
始めてもいいと思 う んですよ 。 3 番。 それで僕はその資料 5 を載せないに して も 、 やっぱ

り そ う い う こ と も報告書の方ですね、 先生方に読んでも ら う 方に関 しては、 事実そ う なん

だから 、 それぐ らいの注意喚起を して も ら っ た らいいん じゃないか と い う のが一つ。

も う 一つは、 呼吸器疾患 と い う のは、 これは ど う い う こ と が考え られるんですか。

○事務局 (御子柴) どれが多いかと い う こ と は別 と して 、 肺炎の既往がある と か、 喘息

の既往がある と か、 気管支炎の既往がある と か、 そ う いったこ と の記載が原因分析報告書

にある も のの件数と なってお り ます。

○勝村委員 このパーセン ト の違いは何だと思われますか。

○藤森委員 多分、 単純にぜんそ く と かはやっ ぱ り 多いんだと思 う んですけれども 、 こ こ

でみる と 、 消化器疾患 と かは例えばどこ までの こ と を指 しているか と い う こ と だと思 う ん

ですけれども 、 あま り 関係がない と言っ ちゃ言い過ぎかも しれませんけれども 、 確かに数

字は多い と思いますけれども 、 既往症と しては、 呼吸器、 ぜんそ く と か比較的よ く あ る話

なのかも しれませんけれども。

○池ノ 上委員長 いや、 やっぱ り そ こ はまだ未知の世界だと思います。 炎症反応が起こ っ

ている場合だと か、 あ る いは慢性的な低酸素環境が胎盤にある と か、 色々 なフ ァ ク ターが

ある 。 それに伴って色々 な異常たんぱ く 質が動いている と か、 そ う い う レベルでみない と

いけない部分だと 、 それは。
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○勝村委員 この こ と を報告書に 1 行書いてお く 必要はないんですかね。 だから 、 残 り の

鬮島→た ら鬮だ一ねナれども 、 鬮だ→た ら皿だ‐た と 。 よ く 分か ら ない “、 従
来何も こんな こ と ば言われていない し、 も う ち ょ っ と 呼吸器疾患なんかも調べる必要があ

る な ら調べるで、 何かち ょ っ と 々 こおわせてお く 必要はないんですか。 そ う い う こ と をする

のが再発防止委員会だと思 う ので。 疫学調査と して。 僕はこ の資料 5 っ てすご く 興味深い

な と思って 、 こ う い う 表が出てき たこ と で再発防止委員会ら し く なっ たな と僕は思ってい

る ので、 やっ ぱ り こ の表を見て気にな る のはそ こですね。 何かち ょ っ と 素人の視点なので、

僕も よ く 分か ら ないんですけれども 、 素人の感覚では書いてお く 必要があるん じゃないか

な と思って しま う んです。

○池ノ 上委員長 そ う い う 幾つかのポイ ン ト が出てきて 、 それを再発防止 と い う 観点で出

していいかど う か と い う 意味付けは、 非常に難しいと思 う んですよね。 それをちゃん と読

んで下さいよ と い う と こ ろまで整理されたもの、 例えば先ほ どの臍帯脱出についての こ と

と か、 それを。

○勝村委員 例えば、 学会への要望なんかでこ う い う こ と が出てきているか ら 、 ち ょ っ と

こ の辺、 研究されてみた ら ど う か と か言った ら 、 先ほ ど藤森委員がおっ しゃ っていたよ う

に、 も う ち ょ っ と データベースがあるんだった ら何か調べてみよ う と い う 先生が出てきて

もいいわけですよ 又な

○池上委員長 ですから 、 こ の全体の数が.めではな く て、 も う は っ と増え‘ く
れば、 こ の全体の表ができて、 そ して どれが多 く て どれが少ないかと い う のがき ちっ と 出

て く る よ う であれば、 恐 ら く 出せる と思 う んですれ 今、 まだこの事例数が少ない段階で

全体像が ど う い う ふ う に動いているか と い う のを 、 そ う い う 意味で、 も う 少 し こ こ は検討

したいな と い う ふ う に思います。 あ り が と う ございます。 よ ろ しいでし ょ う か。

では、 次、 子宮収縮薬の項割こ移 り たいと思います。 事務局、 お願い します。

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 収縮薬に関 しま しては資料 8 、 9 、 1 0 を ご覧

下さい。 資料 8 の原稿に加えま して、 資料 9 が収縮薬を使用 した事例で、 用法 ･ 用量な ど
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に関 して指摘があった事例の一覧表と なってお り ます。

資料10が 、 こ ち ら は前回のど議論でご意見がございま した促進と誘発を した事例の一覧

表を と い う こ と で、 使用 した事例だけですと偏 り が出て しまいますので、 公法を した事例全

件に対してのあ り な しを示 したほ う がいいのではないかと い う ご意見がございま したので、

ご参考に作成したもの と なってお り ます。

まず、 資料 8 を ご覧下さい。 前回ご提示 させて頂き ま した資料は、 薬剤を併用 したもの 、

あ るいは分娩誘発 ･ 促進その他の処置を併用あるいは同一事例に実施したもの と い う こ と

で、 あ る程度対象を絞ったよ う な記載になってお り 、 ご指摘がございま したので、 今回は
　

宝牛の圈量に対しての取 り ま と めを してお り ます。 各薬剤の使用状況に関 しま しては、 お

め く り 頂いた 2 ページに一覧表を重複な しの形で記載してお り ます。

今回の鬮の中 .‘ 、 ガ‘ ''‘ 'を参考に “て基準以上' なる ‘ う な事例 と K 初期
投与量について基準以上だ→たも のが鬮時間ごと ･増量する量つ“ り 増加量･多かっ
た ものが鬮、 増量の間隔が芻りたものが圓、 両方 と も基準以上だった も のが圓ご
ざいま したo また･ 最大投与量につき ま しは 安全限界以上だったも のが圓ぁ三と
い う こ と で、 延綱島ミ基準以上の使用だっ“ と い う " “なってお り封o
また、 その他、 投与中に監視が連続的でなかったも の、 あ るいは陣痛の評価を していな

い ものな どが 、 診療録に対してそれ らの行為な どの記載が十分でなかった と考え られ

る も のが ･ または“,“-ム ドシセネが十分でない と考え られた も のが圓ぁ
った と い う 内訳になってお り ます。

子宮収縮薬を使用 した蛔鬮の う ち 、 収縮薬を幾つ･湊用 した とい う こ と ･ 同事例“対
して複数の ものを使用 した と い う こ と が圓、 こ ち ら は併用 と は限 り ませんが、 鬮ござ
いま した。

また、 その他の処置 と して熟化薬を使用 した事例が10件、 ラ ミ ナ リ ア等使用 したも のが

圓、 ‘ ト 。 イ ルテルを使用 したものが圓、 人工硼莫を したも のが圓ございま した。
こ ち らは重複あ り と なっ てお り ます。
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2 ページにその一覧表をお示し してお り ます。 前回、 委員の先生方から重複あ り ではな

く て 、 重複がない形で示すよ う ご指摘があ り 、 かな り 大き な表にはなって しまいますけれ

ども 、 各事例に対して収縮薬の種類、 あ るいはその他の処置の実施状況を全部お示し した

も の と なってお り ます。

3 ページ以降は教訓 と なる事例 と い う こ と で、 1 事例 副まラ ミ ナ リ ア と熟化薬、 オキシ

ト シンを使用 したもの と い う こ と になってお り ます。

事例 2 が、 3 剤を併用ではないんですけれども使用 したもので、 ただし、 やは り 時間が

P G F 2 α を使用 してからオキシ ト シンに切 り 替える までの時間が多少短かった と い う 指

摘がある事例 と なってお り ます。

事例 3 は、 オキシ ト シンに加えてメ ト ロ と マイ リ ス を使用 したもの と い う こ と で、 熟化

薬と かメ ト ロ イ リ ンテルに関 しては同一事例に使用する場合は 1 時間以上、 メ ト ロ挿入後

1 時間、 あ る いは夏期ヒ薬 と 同時併用はしない と い う こ と でガイ ドライ ンにございますが、

そ う いったも のか ら ち ょ っ と逸脱していたよ う な事例 と い う こ と になってお り ます。

6 ページは ｢脳◆馨麻痺発症の原因｣ の項 目 の記載を取 り ま と めた も のになってお り ま し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ではない･ ま“は特定困難と い う 記載がある も第四だった と い う こ と になってお り ま
す。

主な原因 と された豊麗以外“これら の記載の中にも 、 以下“ よ う に･ 影響した可能性が
ある 、 可能性が否定でき ない、 増悪因子 と なった可能性がある な どの記載があったも のが

鬮ごさま した“で、 以下にお示“ “てお り ますo
7 ページの下、 4) 以降は ｢医学的評価｣ と い う こ と で、 ( 1 ) は収縮薬の使用について基

本的な適応、 使用方法、 あ 割ま陣痛や胎児の評価、 異常心拍パターンがみ られた と き の対

応、 収縮薬を多剤使 う と き の注意に関 してな どが書いてあ り ます。

1 0ページに移 り ま して 、 収縮薬と その他の誘発 ･ 促進の処置を実施する際 と い う こ と で、
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熟化薬、 ラ ミ ナ リ ア 、 メ ト ロ イ リ ンテルと い う こ と で分けて記載してお り ます。

1 1ページには、 イ ンフォーム ド コ ンセン ト と記録の こ と についてま と めてお り ます。

5) 番以降は ｢検討すべき事項｣ と い う こ と で、 分娩機関に対して ｢医学的言鮖面 と対比

して指摘がございますので、 提言を取 り ま と めてお り ます。

14ページをおめ く り 頂き ま して、 学会の方に対して も 、 同 じ く 収縮薬の使用についてガ

イ ドライ ンの普及 ･ 徹底ですと か、 その他の分娩誘発 ･ 促進の処置についても記載の こ と

です と か、 あ と は P G E 2 に関 しては、 こ ち ら はち ょ っ と掲載するかど う かも ご検討頂き

たいんですが、 海外で最近使われてお り ます膣剤ですと かジェルと か、 そ う いっ たこ と る こ

関 しての記載が幾つかございま した。

7) には国への ｢検討すべき事項｣ の記載と い う こ と で、 ガイ ドライ ンの周知徹底と い う

こ と ですが 、 こ ち ら は学会に対しての提言です。 国に対して ど う い う ふ う に提言するかは、

こ ち らの報告書からの抜粋にな り ますので、 掲載の要否をご検討頂ければと思います。

16ページ以降、 現況にな り ますが 、 こ ち ら は収縮薬の主な内容について、 こ ち ら は前回

と 同様の内容になってお り ます。

1 7ページ以降か ら熟化薬のこ と について、 また3) で同一事例に対して複数収縮薬を使用

する 、 あ るいはその他の処置を併用する際の注意点 と い う こ と で、 こ ち ら & こガイ ドライ ン

を掲載してお り ます。 前回お示し しま した資料ですと 、 添付文書な どをかな り 長 く 載せて

お り ま したが 、 今回、 記載が多 く な り ますので、 (3 ) と い う こ と で20ページの と こ ろに取

り ま と めて記載してお り ます。 適応、 禁忌、 注意事項、 相互作用な どに記載されている と

い う こ と です。

2 1ページか ら提言と なってお り ます。

○市塚客員研究員 21ページ、 3 番です。 再発防止および産科医療の質の向上に向けて と

い う "で、 冒頭には分析端麗鬮の う ち ,‘子宮収縮薬“使用や分娩誘発 促進の処置“
ついて、 オキシ ト シンによ る過強陣痛の可能性を考える と 、 脳小型麻痺の原因 と して、 また

は原因でないもののその要因 と指摘された事例があった と い う こ と を記載してあ り ます。
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第 3 パラ グラ フにな り ますが、 『産婦人科ガイ ドライ ン-産科編20 1 1 』 において と い う

こ と で、 こ こ には使用方法について記載してあ り ます。

その次には、 使用法治逸脱したも の 、 冒頭には具体的な例も書いてあ り ま したが 、 その

現状について問題点があ り ま した と い う こ と を記載してあ り ます。

その次ですが、 その次はイ ンフォーム ドコ ンセン ト を得た う えで用法 ･ 用量を厳鮪≠する

こ と はも ち ろんですが、 分娩誘発 ･ 促進中には胎児モニターをつけ、 異常パターンが出た

場合は、 薬の使用、 継続Lの可否について検討する こ と が必要 と い う こ と 。

ま た、 複数の収縮薬および子宮頚管熱化薬や吸湿性頚管拡張剤 と の同時併用を行 う こ と

が重要である と い う ふ う に書いてあ り ます。

以上の こ と か ら 、 これまで適応や条件を適正に判断し使用する こ と 、 基本的な使用方法

を厳守し、 モニターな ど適切な管理の う えで使用する こ と が重要である と い う こ と を第 1

回の報告書で提言してあ り ますが、 今回の報告書にははそれら に加えて同一事例に対する

複数の子宮収縮薬の使用の現状を踏ま え、 複数の分娩誘発 ･ 促進処置の実施に関 して も 、

以下の通 り 注意しま し ょ う と い う ふ う に提言してお り ます。

そ して 、 具体的に1) 産科医療関係者に対する提言と しては、 まず、 基本はガイ ドライ ン

にのっ と っ た こ と を こ ち らで書いてある んですけれども 、 産科医療関係者は子宮収縮薬の

使用にあたってガイ ドライ ンを遵守しま し ょ う と い う こ と 、 そ して今回の分析対象事例か

らの教訓 と して以下を徹底して行 う と い う こ と で、 ( 1 ) 子宮収縮薬の使用については適応

条件、 使用方法が守られていない もの も あ り ま したので、 また説明が不十分であった と い

う も の も あ り ま した。 そ う い う 現況を踏ま え、 文書での説明 と 同意を得た う えで適応条件、

禁忌を十分に検討して、 その こ と を同意を得た もの、 その旨を診療録に記録する と い う こ

と を①に記載してあ り ます。

また、 子宮収縮薬の使用開始前か ら分娩監視装置に よ る子宮耳賭精の状態や胎児の健常性

の評価を行いま し ょ う 。 これは用法 ･ 用量を守 り ま し ょ う 。 ③ですね。

④には、 子宮収縮薬の使用および頚管熱化処置の際には過強陣痛を起こすこ と があるた
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め 、 胎児および陣痛の状態を正し く 評価でき る よ う 、 十分な分娩監視を行い適切に分娩監

視装置を装着し、 慎重に投与しま し ょ う と い う こ と を言ってあ り ます。

⑤には、 分娩誘発 ･ 促進中に異常胎児′岱拍パターンが出現した場合には、 子宮収縮薬の

投与糸聯売の可否について検討しま し ょ う と い う ふ う に してあ り ます。

次の (2) 、 (3) が今回つけ加えた部分で、 同一事例に起き る まず複数の子宮収縮薬の使用

についてはガイ ドライ ンにも記載があ り ますが 、 それぞれの次の薬剤に移新手する場合は 1

時間以上あげてから使用する と 、 具体的にこ こでも明記させて も らいま した。

(3) 複数の分娩誘発 ･ 促進処置。 これに関 しては、 ①頚管熱化不良 と い う よ う な場合は

頚管の熱化を行った後に陣痛誘発を行い、 子宮収縮薬開始時に頚管熟化薬や吸湿性頚管拡

張剤 と の併用は しない と い う こ と で、 こ こでも強調してあ り ます。

②番 目 は、 メ ト ロ イ リ ンテルと子宮収縮薬を併用する場合には、 メ ト ロ イ リ ンテル挿入

か ら 1 時間以上経過 し、 分娩監視装置に よ る観察を行った後に子宮収縮薬を開始する と い

う こ と を記載してあ り ます。

また、 2) 学会 6 職能団体に対する要望と しま しては、 (1 ) 子宮収縮薬の使用および頚

管熟化処置にあたって、 薬剤の再開時の開始投与量や薬剤変更時な どの具体的な使用基準

について記載があ り ませんので、 ぜひガイ ドライ ンにおける こ う いった具体的な使用方法

について充実させる こ と をお願い しよ う と い う ふ う に してお り ます。

(2) は、 よ り 適切な管理がな される よ う 分娩誘発 @ 促進中の子宮収縮について具体的な

評価基準を検討する こ と を要望する と い う ふ う に してあ り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。 子宮収縮薬についてま と めて頂

き ま した。 いかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございますか。 どなたかご発言。 よ ろ しいです

カ コ。

○勝村委員 この資料は、 も ち ろん、 だか ら 1 回 目 の報告書の 6 例も入っているんですよ

ね。 こ の通 し番号と い う のは、 めちゃ く ちゃ ラ ンダムになっているんですか。 1 回 目 の報

告書に 6 個出ている じゃないですか。 上か ら順番に、 その 6 個が来ていないわけですよね。
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だか ら 、 今回は、 7 例 目 以降からがまだ見たこ と がないやつだった ら分か り やすいんです

け ど、 なぜかその順番に書かれていない、 何かあえてまたバラバラ にするんですか。 これ

は何か…… こ の番号はどんな順番なんですか。

○池ノ 上委員長 資料 9 ですか。

○勝村委員 資料 9 です。 1 回 目 の報告書の 6 例が一番上に来ていない と 、 何かその 6 例

が入っていないよ う るむ思っ ちゃ う んだけ ど、 何の順番でこの表はを並べているんですか。

○池ノ 上委員長 通し番号の順番ですね。 何でオーダー したかと い う こ と ですね。

○勝村委員 臍帯脱出のやつも 、 過去の報告書の下に来ていない じゃないですか。 だか ら 、

一瞬入っていないよ う に思っ ちゃ う のは、 僕だけなんでし よ う か。

○池ノ 上委員長 分か り ますか。

○事務局 (御子柴) 上から公漏更が早い順に基本的にはなっている と思 う んですが、 こ ち

ら の表は、 指摘があった事例 と い う こ 割こなっていますので、 使用が守られていたものが

省かれています。 全部基準以内だった ものは省かれていますので、 必ずしも単に上から全

端置き 、 ぅ こ と ではないんですけれども 、 基本的には、 現時点“並びと しては、 公表が
早かった も の と なってお り ます。

○勝村委員 臍帯脱出の一覧表も一緒ですか。

○事務局 (御子柴) 臍帯脱出のほ う は、 メ ト ロ イ リ ンテルと人工被膜の実施が この よ う

に重なってお示し したほ う が分か り やすいので、 事例を並べ替えてお り ます。

○勝村委員 前.“やつ も.じ“な く て、 lの一覧表れたっ け。
○事務局 (御子柴) 前々 回の委員会でお示し した と き は、 全件の表を作成致しま して、

ただ、 初期投与量ですと か増加量、 安全限界と か、 その細かな指標の内訳をお示し したほ

う がいい と い う こ と でご指摘があ り ま したので、 そ う いった作業を した形になってお り ま

して、 霊はお示しする こ と も可能ですが、 表がかな り 長 く これでもなってお り ます
ので、 と り あえずその基準と される も の以上だったも のをお示し した形にな り ます。

○勝村委員 胎盤早期剥離でもそ う で したけれども 、 非常に貴重なデータで、 あんま り 今
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までこ う い う こ と をき ちん と疫学的に検討と い う のは されてな く て、 今回初めて している

ぐ らいの も のだと想 う んですよね。 例えば胎盤早期剥離でも 、 従来か ら危険因子だ と言わ

れている も のが入っている ものだけで一覧表を作っていた ら 、 新たな これまで気付かれて

いなかった因子があるかど う かは分か らないわけ じゃないですか。 なので、 ち ょ っ と原因

分析報告委員会の人たちは従来の危険因子から胎盤早期剥離がないか と探す傾向がある と

い う 話も ぁ り ま したけ ど、 僕れ‘は、 使→てい･鬮で費を作った ものを全体,みて、
何かそこから再発防止につながる 、 従来言われている こ と 以外のも のが見えて く る可能性

と か、 何かそ う い う も のなんかがあったほ う がいいのかな と 、 まず思 う こ と と 、 つま り 、

原因分析委員会の人たちがあんま り 気に していないこ と があ り 得るわけ じゃないですか。

胎盤早期剥離に関 して もです。 も ち ろん、 も しか した ら 、 ないかも しれませんけれども 、

僕 と しては、 子宮収縮薬が使われている事例全部で、 使われていて結果と しては脳↑堕麻痺

にな一心‘ と い う こ と を疫学的“みていこ う と い う こ と で、 鬮で今後も全部累積して
いってほ しいです。

例えば添付文書の改訂の作業一つでも 、 本当 に少ない事故の症例を元にやっているんで

す、 PMDAも あま り データ を持っていない。 そ う い う と こ ろなんかにも使って も ら える

可能性だってあ る わけで、 ほん と ゐこ 5 個や10個のたまたま把握できた症例を元に しては添

付文書を改訂して も ら う と い う よ う な こ と も ち ょ っ と前まであった り しているので、 こ の

が重度脳↑堕麻痺になっている事例 と い っ のが 、 例えば薬を薬理的にみる と い う と こ ろ

でも何かあ り 得るかも しれない。 そ う い う 目 でみた ら何かみえて く るかも しれない。 ま あ、

薬理的な理屈が分から ないままでも 、 現状 と して こ の使い方でいいんですよ と 、 原因分析

委員会が言っていた と して も 、 だか ら別にそ こ を責め る と か責めない と かと い う こ と は抜

き に して も 、 何かやっぱ り みえて く る こ と があ るかも しれないので、 まず、 そ う い う ふ う

に表を今後も全体を網羅して何かみえてこないか と い う 表に してほ しいです。

0池上委員長 “かがです力･ 今、 先生おっ しゃっ‘いるのは あ と鬮勒, した圓
の トータルの こ の表、 資料 9 の よ う な も のがあれば、 どんなも のが見えて く るか、 こ この
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委員会で検討する際の資料と して 、 そ う い う も のが出ますかと い う 話ですれ かな り 大量

な作業だと思 う んですけれども 、 事務局の方、 ど う ですか。

。事務局 (御子柴) ■を足 し‘鬮“ し‘お示しす･ ‘ と は可能でございますo
ただ、 こ の委員会と して 、 ど う いっ た表を報告書に載せてお示し し、 ど う い う メ ッセー

ジを発信 してい く か と い う と こ ろ をお決め頂ければ、 、 作業はでき ます。

○池ノ 上委員長 も ち ろん、 こ の資料 9 をそのまま出 して も意味があ り ません し、 これは

この委員会の中で皆さ んで議論して頂いて、 そのエ ッセンス になった と こ ろで、 こ の再発

防止委員会の報告書と して出す意味がある も のを出 してい く と 。

今、 先生言われたよ う に、 別の色々 な貴重な資料になってい く と い う 、 そ う い う 意味で

作業を して頂 く と い う 、 そ う い う ご発言ですかね。

○勝村委員 はい。 報告書の こ と は別に して 、 いまだ添付文書が大き く 改訂された り して

いる薬なので、 だから 、 現状の医療水準と して よかった ど う か と い う 原因分析報告書の判

断と は別に、 何か未来に向けた何かがみえてきてもおかし く ない。 まだ、 さ 域こ添付文書

を改訂したほ う がいい と い う こ と も あ り う る わけです、 例えば刻侮

も う -つこの ' ぺ-ジ 目 の '“'- ぐ らいに書いてぁ る孵とい う “は、 1I1の
なんですか、 それ と も鬮霊のなんです九
。事務局 (御子柴) 基本的には 囮をみた資料ですが指摘が基準以上だ→たも のを
抽出 してお ' ますので･ 基準以上だ→た も“がぁった事例･皿ですので。
o勝村委員 例えば十分な説明“行われていたかど う かが不明なもの と かは、 匿と ,書

い錫 じゃないです壁希謳慈隣興?総ま孕が、 も う ,嫁○事務局 (御子柴)

して、 載せるか載せないかは本 日 の議論にも な り ますが、 次回の と き には作成 してお示し

は致します。

○勝村委員 あんま り 原因分析委員会が関係がない と したケースでも 、 こ こ に出てき てい

ないケースでは、 例えば説明を したか と か、 そ う い う こ と が結構不明だった り する よ う な
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ケ‐“ もあた り するん じぬいかな と獸‘これ暑“数字なん陦なあなあ‘
→ 乞思 う んです,ナれど も 、 でも 、 鬮なんですね。 大役れ さいんです･ナぞもど
うせそ こ まで調べて く れているんだった ら 、 こ の一覧表も でやっておいて も ら った らい

い と思います。

0池ノ 上委員長 全体と して こ“橡になみ 今 ･ だって圏 わ中で子宮収縮薬“使
用がないもの と あ る も の と 。 で、 あ る も のの中で原因分析委員会で脳↑聾麻痺に関係ある と

した もの と 、 しない、 ない、 よ く 分か ら ない と した も の。 で、 それぞれの中での使用状況

と い う のが ローデータ と して こ の委員会に出てきて、 皆 さ んで議論して頂いて、 そのエ ッ

センス をま と めて報告書に、 こ こ は載せよ う 、 こ こ は載せて も あんま り 意味がないな と い

う よ う な と こ ろを議論して頂く と い う よ う なステ ップで今後進めてい く と 。 そ う い う こ と

が必要になる のではないかなと思います。

だか ら 、 それに伴 う 事務局の作業量等に負荷がかかる と思 う んですけれども 、 よ ろ しい

ですか。

0事務局 (御子柴) -覧表量鬮で作成致し“す。
○池ノ 上委員長 やっぱ り 出す意義のある も のはき ちっ と 出 してい く と い う 方向で進んで

いきたい と思いますが、 いかがで し ょ う か。

○藤森委員 今の表の話で した ら 、 その子宮収縮の薬の量に関 しては、 m 1 /hは必要な

いん じゃないでし ょ う か。 これは入っているバイ アルと かで変わって く る ので、 ほん と るこ

書いてき ちん と統一すればいい と思います。

それから 、 すみません、 僕がお話を聞きたいのは、 7 ページで、 結局、 子宮収縮薬が脳

↑堕麻痺の原因 と特定されているかど う か と い う こ と が一番大きい話だと思 う んですね。 何

らかの影響を与えた可能性があったの ,鬮とい う 書き方ですけ どこの全‘の圓の中
で過強陣痛があった と評価されている も の と い う のは、 ど う なんですかね

結局、 僕の印象とする と 、 オキシ ト シン と か、 分娩を誘発 していたんだけれども 、 モニ

タ リ ング等で陣痛のき ちん と した評価が されていない う ちに、 恐 ら く 、 過強陣痛と なって
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いて、 子 ども が具合悪く なっていたのが分かっていなかった と い う こ と が典型的なパター

ンであって 、 その最大投与量を投与したこ と が、 僕 自身も思いますけれども 、 それが問題

ではな く て、 その投与されている と き にき ちん と胎児の評価が されていなかった こ と 、 も

し く は陣痛の評価がき ちん と されていなかったこ と が問題なん じゃないかと思 う んですけ

れども 、 そ う い う観点で書いた も ら っ た方がいいん じゃないかな と 、 僕は思 う んですよね。

我々 も実際分娩誘発している と き に、 20mIU/mで したっ け、 それ以上使いた く な る こ と

は実際の臨床をやっている先生方はた く さ んある と思 う んですれ ただ、 ガイ ドライ ンに

はそ う い う ふ う に書いてあるので、 我々 も使いませんけれども 、 そ う なってか ら は使いま

せんけれども 、 昔はそ う やって使っていたこ と は実際あ る わけで、 そ う い う 感受性は全く

違 う わけですから 、 ですか ら 、 その子宮巧際宿はき ちん と評価されていなかった、 も し く は

胎児の状態がき ちん と評価されていなかった、 と い う と こ ろ を も う 少 し表面に出 したほ う

が僕はいいん じゃないか と 思 う んですが、 あま り 及 こ も最大投与量を超えていた と い う こ と

ばか り 意識する と い う のは、 そのき ちん と した評価ではないん じゃないかな と い う ふ う に

僕は思います。

○石渡委員長代理 私も全く 同 じ意見で、 書き方によ ってはこのオキシ ト シンを使ったそ

の投与里等々 に問題があったので脳′曲麻痺になった と い う よ う な 、 短絡的なそ う い う 考え

方が導かれる よ う な方向性 と い う のはよ く ないと思 う ので、 やは り 分娩監視に問題があっ

で、 オキシ ト シンは確かに投与量は多かっ たかも しれないけれども 、 実はそ う ではな く て 、

む しろ分娩監視に問題があって、 監視を よ く すれば未然に防げた と い う こ と がずいぶんあ
　

る と思 う んですね。 ですか ら 、 あま り 今藤森委員が言われたよ う に、 こ この團鬮について

も 、 あ る程度この監視が悪かったこ と が原因な らば、 それを記述して明 らかに したほ う が

いい と い う ふ う に私も思います。

○隈本委員 そのご意見は非常に妥当で論理的でも ある と は思 う んですが、 一方で原因分

析を してみます と 、 ちゃん と監視ができていないのを レベルで言 う と 、 要する に陣痛が取

れていないケースが結構あって 、 これは過強陣痛になっているのにそれを監視しなかった
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と い う のが、 投与量を超えたこ と が悪いのか、 それ と も監視が悪いのか と言えば、 両方悪

いわけで、 そ こ の と こ ろがぼやかされてはいけないと思 う んです。 要する に、 量を違反す

る は、 監視も しないわ と い う 人のは、 これは監視の問題であって量の問題じゃない と言わ

れた ら 、 それはち ょ っ と本質を外れる と思 う んですね。 やっぱ り せっか く 頑張って30年間

の努力でガイ ドライ ンを作って 、 それをみんなで守って も らいたい と言っているわけです

か ら 、 そ こ で、 も ちろん、 監視ができていないのか、 そ もそ も記録が失われたみたいな、

そ う い う ケース さ えあって、 それは過強陣痛が起きたかど う か さ っぱ り 分から ない と い う

よ う なケース も 中にはあるわけです。 でも 、 そ う い う こ と があるか ら と いって、 じや あル

ール違反を薄め る よ う な報告書であってはいけないと思 う ので、 ぜひ と もそ こ はバラ ンス

を取って、 あたかもただ 1 ミ リ オーバーだったか ら許せん じやない と い う こ と は、 僕も

重々分かっているんですけれども 、 そ う い う と こ ろで決して薄めないよ う に と い う ふ う に

僕は思っているんです。

○池ノ 上委員長 おっ しゃ る通 り だと思います。 幾らガイ ドライ ンを守っていて も過強陣

痛は起こ る こ 割まある わけで、 そのために胎児が悪く な る こ と はある ので、 ちゃん と ガイ

ドライ ン通 り にや り ま した よ 、 だけ ど結果は悪かったですと い う ケース も 出て く る可能性

は十分あ るわけですね。 ですか ら 、 両者をちゃん とやって下さい と い う よ う なポイ ン ト を

入れなが ら書いてい く と い う こ と で行 く べきだろ う と い う ふ う に思います。

○勝村委員 僕、 同 じ よ う な意見なんですけれども 、 前回、 資料 9 みたいな ものを 、 全部、

ほん と は どれだけページが増えよ う と 、 どれだけ膨大になる う と 、 載せていってほ しい と

思ったんですけれども 、 こ この意見があれで載せない と なった と き にお願い したいこ と は、

これは何らかの形で専門家の人には伝わる と い う こ と を 、 まず、 伝える こ と ができ る と い

り 、 これか ら色々研究を してい く 人たちの参考資料にでき る と い う こ と と 、 も う 1 つは、

今、 お願い していた 1 ページの 5 ~13行 目 あた り の話を 、 1 行 目 か らでもいいんですけれ

ども 、 そ こだけは表に してほ しい と お願い したい と思います。 ク ロ ス した。

つま り 、 ほん と &こち ょ っ と 量が多かったけれども 、 あ と 、 き ちん とやっていた と い う も
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のがあるかも しれないけれども 、 やっ ぱ り ど う い う こ と が される と ど う い う こ と が一緒に

なって しま っているか、 増量が多い と い う こ と を 、 やっ ぱ り ち ょ っ と その表を見てみたい

と 思って 、 それが何らかの このデータ を疫学的にみてい く と い う こ と は、 ク ロ スする表ぐ

らい最低なかった ら 、 全体を通してみている こ と にはな ら ないと思 う ので、 これの 5 行 目

か ら 9 番 目 までは表に しな く て も表っぽい表現を して く れているんですけ ど、 こ の後段の

10行 目 以降に関 しては、 やっぱ り 分か ら ないんですよ 。 つま り 、 説明を していないよ う な

ケースでは、 やっぱ り 監視も していないこ と が多いのか と か、 これをやっぱ り 重複が分か

-る ク ロ スの表でやっても ら う と 、 せめて為 それができ ないんだった ら 、 資料をそのまま

載せてやってほ しい と い う こ と なので、 そ う い う 表な しで何力嶺頁向 と か、 みえないと思 う

んですよ ス為

○事務局 (御子柴) ゼ ロ部分の使用量に関 して 、 用法 ･ 用量に関 しては一ま と めに して

も よ ろ しいですか。 初期投与量、 あ るいは増加量、 安全限界の どれかが基準以上だったも

の と 、 例えばイ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト 、 あ るいは説明、 あ と はその他の部分誘発 と の

併用状況と か、 そ う いったもの と のク ロ ス と い う こ と でよ ろ しいで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 やっぱ り そ こ には分娩監視がちゃん と行われていたかと 。 ガイ ドライ ン

でもオキシ ト シンを使った り する と き はき ちっ と モニター して下さいよ と い う こ と は書い

てあるんですね。 特別なケース。 だか ら 、 その こ と と併せて今の量の問題と併記にする よ

う な表 と いいますか、 表現 といいますか、 表をみて も ら う 。

我々 のほ う でやっぱ り メ ッセージ と して出 したいのは、 適正なオキシ ト シンの使用 と適

正な監鈷児、 こ の両方が並列でいかない と安全な管理は絶対あ り 得ない と い う ぐ らいの強い

メ ッセージを こ の中に入れて頂 く と い う こ と は必須だと思います。 それはこ の再発防止委

員会からの提言と してやっていき ま し ょ う 。

○魚群軍委員 学会 ･ 職能団体に対する要望の と こ ろなのですが、 前回、 第 1 回の報告書で、

子宮収縮薬が取 り 上げられた と き には、 学会 ･ 職能団体に対する要望と して 、 ガイ ドライ

ンの内容を周知徹底する こ と を要望し、 2 ,点 目 で子宮収縮薬の使用状況を把握し、 使用方
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法を遵守していない関係者への指導を要望する こ と をこなっていま した寿為 第 1 回の報告

書の46ページなのですけれども 、 こ の二つは今回引 き続き要望しないのですか。

○上田理事 これですね。

○魚冨睾委員 臍帯脱出は引 き続き要望します表為 今回、 前回 1 回 目 よ り も手厚 く 、 こ う

い う こ と をや り ま し ょ う 、 こ う い う こ と をや り ま し ょ う 、 と 言っているのであ る な らば、

それをき ちん と周知徹底する と い う こ と を ｢引 き続き ｣ の形で要望して頂 く こ と は整合性

があるのではないでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 そ う です為 それは医会の。

○魚冨筆委員 前回の報告書の (2) には、 ｢医会に対し子宮収縮薬の使用状況を把握し、 遵

守していない と こ ろへの指導を要望する ｣ と あ り ますけれども 、 確か、 子宮収縮薬の使用

状況については、 確か、 ご報告を頂いた … こんな こ と が分か り ま した と い う 形でご報

告があったのではなかったで し ょ う か。 包括的な ものではないにせよ 。

○池ノ 上委員長 メ ト ロ ですね。

○魚冨墨委員 ああ、 そ う か、 そ う で した為

こ のあた り の こ と で、 先ほ どか らお話がある よ う に、 も う 色々 な こ と をおや り るこなって

い ら っ しゃ る と 思 う のです。 こ う い う こ と をやった と い う こ と があ る な らば、 やは り 書い

て頂いて、 付記 と い う 形で、 それぞれの医会 り 学会でやってい ら っ しゃ る こ と がちゃん と

みえる よ う な形で書いて頂いて、 引 き続き と い う 書き方を して頂ければと思います。

○池ノ 上委員長 確かにそれは重要な こ と で、 再発防止委員会が色々発信している こ と を

カ ウ ンターの色々 な団体が ど う い う ふ う に動いてお られますかとい う のは、 しばしばあっ

ち こ っ ちで質問を受ける事項ですれ やっぱ り そ う いったこ と もそろそろ入れなが らやっ

てい く こ と も大事だと 思います。

○魚留睾委員 こ こ の委員会の と て も大事な こ と は、 こ こで議論されて提言されている こ と

が学会 ･ 医会にちゃん と伝わって色々 な こ と が動きつつある と い う こ と がみえ始めている

こ と なのですね。 それが分かる よ う に書いて頂 く と 、 それぞれの皆さ んの努力 も見えて く
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る と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 それはまた、 石渡委員長代理がそこの極めて重

要なポジシ ョ ンにお られる ので。

○石渡委員長代理 ど う も適切なご意見をあ り が と う ございます。 医会もその よ う る こ努め

ていますので、 具体的に ど う い う よ う な こ と をやっているか と い う こ と も 、 ぜひこの中に

記述していきたい と思います。 あ り が と う ございま した。

○隈本委員 同 じ提言に関 しては、 前の報告書のを引続き と い う のを入れて、 だから 、

( 1 ) (2) は (3 ) (4) と な る と思 う のですが、 22ページの一番下の行の (2) ですね。 こ こ はも う

少 し分か り やすく 書いて頂きたいのですが、 陣痛についての評価基準と い う よ り は、 例え

ば具体例 と して 、 分娩誘発促進中の過強陣痛についての定義をはっ き り させる な ど と い う

よ う な こ と を書いて頂き たいのですけれども 、 今、 検討されている ら しいので、 次のガイ

ドライ ン改訂について ど う で し ょ う か。 そ こ まで具体的に入れたほ う が評価 と い う こ と が、

過強陣痛に。

○池ノ 上委員長 それは さ っ き藤森委員が言われたよ う に、 オキシ ト シンの使用量ブラ ス

管理の徹底 と い う こ と でのガイ ドライ ンの 、 管理の徹底 と い う のは。 そ う じゃないんです

　 　　

○帳本委員 私が小耳に挟んでいる話では、 今ある過強陣痛の 1 分間 と か 2 分間の継続と

い う のは、 あれは 自然分娩の と き の過強陣痛の定義であって 、 分娩誘発中の過強陣痛の定

義はも っ と別の基準があるべきで、 その基準はアメ リ カ にはある け ど 日本にはない。 で、

日 本にも あった方がいいん じゃないか と い う議論が、 今、 されている と い う 話を聞いてい

ます。

だから 、 そ う い う 分娩誘発中の過強陣痛の定義について も っ と検討して下さいよ と い う

こ と を要望したほ う が僕はいい と 思います。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 分娩誘発のあ るべき姿 と か、 適正なあ り 方と い う よ う な こ と を

トータルと してやって も ら う 。 それは例えばちゃん と したモニタ リ ング下に、 人がちゃん
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と いてやったほ う がいいですよ と か、 ちゃん と 1 時間置き にみて下さい と か、 そ う い う こ

と を こなる と 思います。

○隈本委員 モニタ リ ングは して頂き たいのですけ ど、 そのモニタ リ ングを した と き に、

今だ と 1 分間に 1 回の収縮だと過強陣痛 と は言わない。 しか し、 1 0分間に 3 回よ り 多かっ

た ら過強陣痛 と い う 判断基準がアメ リ カ にはあるそ う で、 それは分娩誘発中にはそ う であ

る と 。 だか ら 、 過強陣痛の定義が、 自然分娩中 と分娩誘発中では違 う と い う 前提で、 そ う

い う 議論がある ら しいです。

○池ノ 上委員長 僕も あんま り よ く 分か らないんですが。

○藤森委員 今は10分間に 5 回です。

○隈本委員 10分間に 5 回を超える と い う のが。

○藤森委員 それはN I C HD の唯一の子宮収縮です。

○池ノ 上委員長 それは周産期委員会で今検討されている こ と ですよね。 そち ら と リ ンク

させる と い う 意味で。

○帳本委員 この (2) はそ う い う こ と だと思 う んですが、 分娩誘発促進中の子宮収縮につ

いて具体的な評価基準と い う も のがある のか、 これを過強陣痛 と い う ふ う に入れた方が明

確なのではないでし ょ う か。 も し こ う い う 趣旨である とする な ら ば。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。 今 朝ま 6 時半まで と お約束を してあ り ますので、 勝村

委員、 何か最後に一言お願い します。

○勝村委員 存鶴忍なんですけれども 、 こ の資料10は全部報告書に載せる と い う こ と で した

よね。

○池ノ 上委員長 これを報告書にですか。

○勝村委員 それは小林委員が、 こ う い う 形で報告書に載せる と い う こ と で間を取って頂

いたので、 僕は資料を載せるんだ と 。

○池ノ 上委員長 これをご覧訂頁いて、 これを載せて得られる メ ッセージ。

○勝村委員 いや、 僕は、 今 田ま載せるべきだ と い う 意見なんですけ ど。
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○池ノ 上委員長 メ ッセージが どの程度伝わるか と い う こ と も あ る と思いますが、 いかが

でし ょ う か。 これはみてみたい と 。 ど う い う 状況になるか と い う こ と は、 私も思っていた

んですが、 みせて頂いて、 これを報告書の中に載せる と い う メ ッセージ性が どの程度ある

かな と思 う んですけれども 。

○勝村委員 それは意見交換して頂いた らいいと思いますけ ど、 前回の話し合いでは載せ

る こ と になっていた と 思います。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 資料10 、 これですれ

○石渡委員長代理 私はあま り メ ッセージ効果はないん じゃないかと思 う んですけれども 。

こ の脳′圏麻痺の事例ばか り こ こ に集ま って く る わけで、 実は、 オキシ ト シン、 あ るいは陣

痛促進剤を使っているケース と い う のは山ほ どあるんですね。 ほ と ん どがそれは正常分娩

と いいますか、 通常の分娩で何も問題な く 過ご しているケースが多いので、 そ う い う 母数

と い う と こ ろが 、 ただ脳′圏麻痺で事例だけが土台になって母数になっていますか ら 、 そ う

する と必然的に このオキシ ト シンを使っている こ と 、 こ う い う 陣痛促進剤を使った こ と 自

体が何か色々 問題があ る と い う よ う な 、 読み取れる よ う な影響にもなっていま して、 む し

ろ これをき ちん と説明する よ う な、 そ う い う メ ッセージのあ り 方でいいんじゃないか と思

う のですけれども 。 表そのまま載せて も あま り 意味がないよ う に思いますが。

○勝村委員 そのま ま じゃ ないんだった ら 、 また別途考えた らいい と思 う んですけれども 。

○池ノ 上委員長 恐 ら く 、 今、 みています 2 ページの こ の子宮収縮薬の使用 と分娩誘発 ･

促進処置の状況と ある表の 1 が 、 これをサマライ ズした表になっている よ う にみえるんで

すけれども 。 今の段階ではこの ぐ らいの と こ ろで、 も っ と こ の資料10で色々 なメ ッセージ

がみえて く る と い う よ う な状況になれば、 また別の方法でこれを出 してい く と い う こ と に

ご検討頂ければと 思いますけれども 。

○小林委員 資料上は特にメ ッセージ性はないと思いますけれども 、 どち らの意味でもあ

ま り メ ッセージ性はないので、 も しそ う い う こ と であれば、 そ う い う こ と を付け加えて載

せればいいんです。 あ く までこ の 2ページの表0一〇一 1 の補足説明です。
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○池ノ 上委員長 補足説明をする と 。 分か り ま した。 文章。

○小林委員 収縮薬の集積が特に多い と い う こ と でも ないよ う な印象も交えま して。

○池ノ 上委員長 そ う した ら 、 先生、 これを も う 一遍ゆっ く り ご覧頂いて、 補足説明を、

ど う い う 文章を入れるか と い う こ と を事務局 と ち ょ っ と ご検言打頁 るナますか。 そ して 、 も う

少 し この表0…○- 1 の補足説明が伝わる よ う な文言を入れて頂 く と い う こ と に したい と

思います。 あ り が と う ございま した。

それでは、 も う 時間がまい り ま した。 も う 一つ最後にアンケー ト の説明が残ってお り ま

す。 事務局、 お願い致します。

○事務局 (原) それでは、 本体資料と資料1 1 をお願い致します。

まず、 本体資料の 2 ページの下段をご覧下さい。 再発防止に関するアンケー ト ですが、

原因分析 と 同様に再発防止について もアンケー ト を実施したい と考えています。

まず、 最初の実施の 目 的ですが、 分娩機関において、 これまでにお送 り した報告書や、

今後お送 り するチラシが どのよ う に周知 されているのか、 また、 どの よ う に活用 されてい

る のか、 そ う いった確認を行って今後の取 り 組みに生かしていきたい と考えています。

続いて、 調査の対象ですが、 3 , 300あ る分娩機関の中から病院、 診療所、 助産所、 それ

ぞれのカテ ゴ リ ーに分けま して、 それぞれ300ずつ、 合言栂00施鏥没程度に送付を したい と考

えています。 なお、 回収率は 3 分の 1 、 300件程度を予定しています。

送付数がこれでよいかど う かは、 ご専門の小林委員に後ほ どご意見を頂戴したい と思い

ます。 続いて 、 本体資料の3ページでが、 調査方法については率直な意見を頂 く ために

無記名式と したい と考えています。

二つ 目 の と こ ろですが、 ただ し、 分娩機関種調一等の欄を設けて属性がある程度分かる よ

う に したい と 思っ ています。

続いて実施時期ですが、 来年の 1 月 上旬にア ンケー ト を送付して、 1 カ月 後を締め切 り

と したい と 思っています。

結果の報告ですが、 2 月 中に と り ま と めて、 3 月 の この再発防止委員会で報告を したい
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と 考えてお り ます。

それでは、 中身の確認をお願い致します。 資料1 眩こな り ます。 間 1 か ら順番に行き ます。

間 1 が、 報告書やチラ シについて読んで く れているか、 目 を通 して く れているかの質問

です。

間 2 が 、 これ らの報告書やチラ シが制度のホームページに掲載されている こ と を知って

いるかど う かの質問になっています。

続いて、 ア ンケー ト の 2 ページの間 3 です。 間 引こついては、 報告書やチラ シが役に立

っていますか と い う 質問にな り ます。

その下の問 4 が、 ｢役に立っている ｣ と 回答 した場合については、 その役に立っている

理由 を聞いています。 簡単に選択肢を説明 します。

1 番が 、 新たな知見や情報が得られるから 。

2 番が 、 実際の事例を基に した報告書で説得力があるから 。

3 番が 、 日 々 の診療に活用でき るか ら 。

4 番が 、 研修会、 勉強会に活用でき るから 。

5 番が、 産科医療の質の向上につなが るから 。

6 番が、 その他 と なっ ています。

次に、 間 5 では、 逆に、 ｢役に立っていない｣ 理由はなんですかと い う こ と で、 こ ち ら

の選択肢については、

1 番が、 新たな知見や情報が得られない。

2 番が 、 提言内容に納得でき ない。

3 番が 、 日 々 の診療に活用でき ない。

4 番が、 報告書の構成や内容が分か り に く い。

5 番が 、 産科医療の質の向上につなが る と る沈思えない。

と なっています。

続いて、 3 ページの間 6 です。 こ の報告書を どのよ う に周知 活用 していますかと い う
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問です。

1 番が、 院内で回覧した。

2 番が、 ス タ ッ フが閲覧でき る よ う み こ している 。

3 番が、 日 々 の診療に活用 している 。

4 番が 、 研修会 ･ 勉強会等で周知 e 活用 している 。

5 番が、 特みこ活用 していない。

と なっています。

間 7 は、 ｢特みこ活用 していない｣ と 回答 した場合について、 その理由 を聞いています。

これについては間 5 の 、 先ほ どの ｢役 みこ立たない｣ 理由の選彰期皮割割ぼ同 じですが、 二つ

加わっています。 それが 3 番の 、 すでみ こ同様の研修会 ･ 勉強会を行っているか ら。 こ の報

告書を使わな く て も 同様の勉強会ができ ている と い う こ と と 、 7 番、 今はまだ活用 してい

ないけれども今後活用する予定であ る と い う のが加わってお り ます。

問 8 が 、 報告書でこれまで提言をた く さ ん していますが、 それ ら の提言について取 り 組

まれま したか と い う 質問です。 選宅期魔こついては、 全て取 り 組んだ と い う のはなかなかな

いと思いますので、 ほ と ん ど取 り 組んでいる 、 一部取 り 組んでいる 、 これか ら取 り 組む予

定である 、 取 り 組む予定はない と しています。

続いて 4ページの間 9 です。 問 9 み こついては、 今般、 これまで第 1 回、 第 2 回報告書で

提言した内容を リ マイ ン ド と してチラ シを送 り ますが、 そ う いった取 り 組みを行 う こ と を

再発防止委員会で決めたわけですが、 そ う いった取 り 組みみこついてはいいと思いますか、

ど う ですか、 と い う 間です。

問10が 、 今般のチラ シ と ポス ターの件にな り ます。

まず、 問 1 0 - ( 1 ) で こ の妊産婦向けのチラ シについて ど う 活用 しま したか と い う こ と で、

1 番が 、 保健指導の際に活用 している 。

2 番が 、 待合室な ど みこ置いている 。

3 番が 、 今後活用する予定である 。
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4番が、 特に活用 していない。

問1 0- ( 1 ) で ｢活用 していない｣ 理由 について、 今度は間10- (2) で聞いています。

選毛期皮 と して、 早剥について も う すでに十分な保健指導を行っているから 。

2 番が 、 記載内容が妊産婦を不安に させる と思 う か ら と していす。

5 ページです。 1 0の (3 ) が 、 今度はポス ターにな り ます。 こ のポス ターについて活用 し

ま したか。 つま り 、 掲示を していますかとい う 問いです。

1 番が 、 待合室な どに掲示を している 。

2番が 、 今後掲示をする予定である 。

3 番が 、 掲示 していない。

と なっています。

で、 同 じ く 掲示していない理由 を10- ･ で聞いています。 これは先ほ ど と 同様の選択肢

になっています。

次、 問 1 1 が 、 これまで報告書で取 り 上げた内容やテーマについて特に関心を も ったもの

は どれですか と い う こ と で、

1 番が 、 数量的な集計表。

2 番が 、 主たる原因。

3 ~ 9 番までが 、 これまでの各テーマです。

1 0番 と して 、 特に関心を持ったも のはない と してお り ます。

最終ページ、 6 ページです。

問12が 、 今後取 り 上げてほ しいテーマはなんですか、 と い う フ リ ー記載になっています。

続いて問13ですが 、 今、 報告書については各分娩機関に各 1 冊しか送付を していません

が、 こ の 1 冊で足 り ていますか。 足 り ていないのであれば、 何冊必要ですか、 と い う 問い

になっています。 これについては回答結果にも よ り が、 今後は分娩機関禾醐月 ご と に送付す

る冊数を変更 しよ う か と 考えている と こ ろです。

最後、 問14が 、 その他のご意見があれば書いて下さい と なっています。
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○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 いかがで し ょ う か。 何かご意見はございませ

んか。

○藤森委員 確認ですけ ど、 チラ シ と ポス ター と い う のは、 1 医療機関に どれぐ らい配る

んで したつ け。

○事務局 (原) チラ シは各 5枚です。 ポス ターについては 転部です。 基本的に活用する

際はプ リ ン ト を して、 こ のチラ シ 自身か らの コ ピーでもいいですし、 あ るいはホームペー

ジか らダウ ンロ ー ド してプ リ ン ト を して頂きたい と考えてお り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他に。

○隈本委員 2 ページ、 間 3 なんですけれども 、 ｢再発防止に関する報告書や｣ と い う ふ

う に並列にやって ｢役に立っている ｣ と い う のは、 答えに く いん じゃないかと思 う んです

が。 つま り 、 こ んな分厚い報告書とペラペラの 1 枚の紙と並列に並べて、 それでその質問

を。 答えに く いん じゃないですかね。 これを聞きたい趣旨は、 再発防止に関する報告書だ

けですよね。 パンフ レ ッ ト と か提言については、 また別途後ろの方で聞いているから 、 こ

こ は再発防止に関する報告書だけに した方がいいん じゃないですか。

だって 、 ｢早期剥離ってなに ? ｣ は役立つだったけ ど、 再発防止委員会の報告書は全然

役に立っていないよみたいな人まで、 全部報告書は役立っている になっ ちゃ う か ら 、 これ

はすごく データがあれですね ぜひこれは、 再発防止に関する報告書だけ、 あ るいは報告

書プラス提言です長鸚 報告書と提言は一体の ものでいいんですけれども 、 こ う い う パン

フ レ ッ ト が役に立ったのは、 も のすごい役に立った と い う データ になっ ちゃ う と思います。

○池ノ 上委員長 いかがですか。

○事務局 (原) やや重複感のある質問があ り ますので、 そ こ は整理を したいと思います。

○池ノ 上委員長 はい。 よ ろ し く お願い します。

○村上委員 2 ページ、 3 ページの間 4 、 間 6 あた り で、 研修会や勉強会に活用 されてい

る と い う 項 目 があ る んですが、 これは各施設が 自分の と こ ろでやっている研修会 と い う こ

と に限定するんでし ょ う か。 何か色々 な学会や職能団体等でも研修会等でこの報告書を便

- 64 -



っ た り して研修をかな り している と思 う ので、 何かその辺に参加 して個々人が この報告書

から学ぶと い う よ う な機会はかな り 提翹共されている と思 う んですが、 その辺は どの よ う " こ

反映されるので し ょ う か。

○事務局 (原) 今回のアンケー ト はあ く まで分娩機関に対して聞き ますので、 学会等で

ど う 活用 されているか と い う こ と については、 団体等に年 1 回は確認を していきたい と考

えています。

○村上委員 先ほ ど、 医会の方でこんなふ う な取 り 組みを している と い う のを、 報告書の

中にも載せていき ま し ょ う と い う のがあ り ま したので、 ぜひ色々 な職能団体等にも問い合

わせて、 そ う い う のが一覧で分かる よ う になる と いいかな と思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

○小林委員 質問の問1 1 ですが 、 選択肢の 2番、 脳↑型麻痺発症の主たる原因は第 2 回のテ

ーマですので、 それを書いておいたほ う がいいです。 探 して しま う と思います。 1 回 目 の

は していない と い う こ と ですね。

それか ら 、 あ と 問12は非常にいい質問だと思います。 これがあえてアンケー ト の一番聞

きたいこ と かな と 。 も う 少 しスペースが大き く て もいいかな と思います。

それか ら 、 あ と 、 ア ンケー ト全体に関 しては、 先ほ ど･ 300件程度 と い う こ と で、 大体4

割ぐ らいが一般的な回収率ですので、 1 00件 ぐ らいか らそれぞれ回答が得られる と い う 目

処でやる と思 う んですが、 助産所はかな り 分娩件数にばらつきがあって 、 しかも全体で四

百数十件なので、 助産所に関 しては全数調査を したほ う がいいかな と思います。

○村上委員 助産師会のほ う にかな り お願いを して 、 全数調査でき る よ う に私のほ う か ら

も致します。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 あ と はいかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございま

すか。 ち ょ っ と 時間がオーバー してまい り ま したけれども 、 特にご発言はございませんか。

それでは、 事務局、 よ ろ しいですか。 それじゃ あ 、 はい、 一言で。

○勝村委員 ち ょ っ とすみません。 皆 さ んお忙しいので、 時間を気に しているつも り なん

- 65 -



ですけれども 、 子宮収縮剤で言いたいこ と があるんですけれども 、 今か ら早 口 で言って も

申 し訳ない と思 う ので、 今 日 も色々 また表を作って く れ と か、 かな り 頑張って頂いている

のに、 ご無理をお願い しています。 これ、 今後 どんな手順、 今後 どんな議論、 も う 1 度ち

ょ っ と僕言っておいたほ う がいいですから 、 3 つほ ど言いたいのが 、 ま あ、 メ ールで して

おいたほ う がいいですか。 今後、 どんな計画で進んでい く んで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 事務局の計画はあ り ますか。 段取 り じま。

○事務局 (原) 次回はまだテーマが二つ残っていますので、 そのテーマを先に実施を し

たい と思います。

次々 回で、 実際の報告書の と り ま と めに進めていきたい と 思いますので、 その際に、 再

度またご議論を頂きたい と考えています。

○勝村委員 も う 時間がないので、 資料10に関 しては、 何にも なし 離 は抜いて もい

いのかな と思 う が一つ と 。 それから 、 何も ないやつですね、 な しばっか り のやつね。

それか ら 、 僕、 添付文書の解説の と こ ろでち ょ っ と付け加えてほ しいな と い う こ と があ

る 。 新し く 20 1 0年に三つ改訂された内容 と 、 それか ら 、 今 日 、 色々お願い した 、 例えば-

番最後の書き方を、 今、 色々 あっ た監視云々 と か、 こ う い う 微細な表現を、 も う ち ょ っ と

言いたいこ と を今後お願い していいんですよね。

○池ノ 上委員長 表現はも う 。 はい。 はい。

○勝村委員 はい。 じゃ あ、 も う あんま り 時間がない。

○池ノ 上委員長 それでは、 ど う も あ り が と う ございま した。 遅 く な り ま して申 し訳ござ

いません。 あ り が と う ございま した。
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